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「
小
さ
な
夢
を
忘
れ
ず
に
。」　
中
村
桂
子

ご
意
見
・
ご
感
想　

編
集
後
記

事
業
承
継 

〜
育
て
た
事
業
を
未
来
に
つ
な
ぐ
〜

事
業
承
継
の
意
義
と
高
ま
る
公
的
支
援
の
役
割

日
本
公
庫
総
合
研
究
所　

主
席
研
究
員　

村
上
義
昭

父
親
の
急
病
で
事
業
承
継
を
決
意 

経
営
革
新
で
提
案
型
加
工
企
業
へ

伊
福
精
密（
兵
庫
県
神
戸
市
）

従
業
員
と
フ
ァ
ン
を
守
る
た
め
に 

同
業
者
か
ら
の
事
業
承
継
を
決
断

ア
グ
リ
ア
タ
ッ
チ
研
究
所（
静
岡
県
富
士
市
）

身
内
で
も
な
い
、従
業
員
で
も
な
い 

第
三
者
の
後
継
者
を
公
募
で
採
用

蒲
原
屋（
静
岡
県
静
岡
市
）

4
人
の
後
継
者
へ
の
個
人
面
談
で 

選
ば
れ
た
二
代
目
が
事
業
を
承
継

早
和
果
樹
園（
和
歌
山
県
有
田
市
）

日
本
公
庫
へ
の
期
待「
女
性
活
躍
の
推
進
に
向
け
て
」

総
務
大
臣
・
女
性
活
躍
担
当
大
臣
・
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣　

野
田
聖
子

談
論
風
発

「
苦
境
を
乗
り
越
え
た
そ
の
先
に
」

政
策
金
融
あ
れ
こ
れ　

第
12
回

A
I
時
代
に
公
庫
が
目
指
す
べ
き
方
向
性　
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
商
学
研
究
科
教
授　

鶴 

光
太
郎

シ
リ
ー
ズ 

ま
ち
か
ら
、む
ら
か
ら  

北
海
道
東
川
町

「
キ
ー
ワ
ー
ド
は
国
際
交
流
と
写
真
文
化

　
　
　
　
　
人
口
増
加
と
町
の
発
展
を
実
現
」

　中小企業経営者の高齢化の進展等を踏まえ、中小企業庁は平成29年７月に「事業承継５ヶ年
計画」を策定。当計画は、「事業承継ガイドライン」を基に、今後５年程度を事業承継支援の集中
実施期間と定め、「事業承継ネットワーク構築事業」の推進など、支援のあり方をまとめたものである。
　具体的には、1経営者の「気付き」の提供  2後継者が継ぎたくなるような環境を整備  3後継
者マッチング支援の強化  4事業からの退出や事業統合等をしやすい環境の整備  5経営人材の
活用等が盛り込まれている。
　いずれも、事業承継の早期取り組み着手による円滑な承継完了を促し、地域の事業を次世代に
しっかりと引き継ぐとともに、事業承継を契機に後継者がベンチャー型事業承継などの経営革新等
に積極的にチャレンジしやすい環境を整備することを目指している。

表紙 のはなし
2月3日は節分です。この時期、お相撲さんや芸能人が神社仏
閣で豆まきをする様子をテレビで観ると、お正月気分がよみがえっ
てちょっと気分が華やぎます。そういえば子どもの頃、わが家では

「あとの掃除が大変」と、福豆ではなく殻つき落花生で豆まきをし
ていました。読者の皆さまに、たくさんの福が訪れますように。

イラスト：鎌田みか
題字：園元伸子（日本公庫 危機対応等円滑化業務部）

事業承継５ヶ年計画

事
業
承
継
に
お
け
る
日
本
公
庫
の
取
り
組
み
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　「
炉
辺
談
話
」と
い
う
言
葉
に
刺
激
さ
れ
て
、

我
が
家
の「
暖
炉
物
語
」を
綴
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
普
通
の
女
の
子
と
し
て
毎
日
お
人
形
遊
び

や
お
ま
ま
ご
と
に
明
け
暮
れ
て
い
た
子
ど
も

時
代
の
延
長
で
、中
学
生
の
頃
か
ら
「
家
」
に

関
心
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
設
計
図

を
描
き
、一
時
は
建
築
家
に
な
り
た
い
と
思
っ

た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
工
学
部
に
い
た
兄
に
、

「
こ
こ
に
柱
が
な
い
か
ら
こ
の
家
は
す
ぐ
つ
ぶ

れ
る
よ
」と
バ
カ
に
さ
れ
、諦
め
ま
し
た
け
れ
ど
。

　
当
時
の
憧
れ
は
、ハ
リ
ウ
ッ
ド
製
の
映
画
や

神
保
町
の
古
本
屋
で
見
つ
け
た
ア
メ
リ
カ
の

家
庭
雑
誌
に
あ
る
家
と
生
活
で
あ
り
、
特
に

気
に
入
っ
た
の
が
ら
せ
ん
階
段
と
サ
ン
ル
ー
ム

と
暖
炉
で
し
た
。
こ
う
書
き
な
が
ら
当
時
を

思
い
出
し
て
思
わ
ず
笑
っ
て
し
ま
う
。
な
ん
と

も
他
愛
な
い
女
の
子
の
夢
で
す
。

　
自
分
の
家
に
住
ん
だ
の
は
、
結
婚
し
て
義

理
の
両
親
の
屋
敷
の
一
隅
に
小
さ
な
家
を
建

て
た
時
で
し
た
。
兄
の
設
計
で
で
き
た
15
坪

の
家
は
、も
ち
ろ
ん
、ら
せ
ん
階
段
も
サ
ン
ル
ー

ム
も
暖
炉
も
あ
り
ま
せ
ん
。
で
も
、湘
南
の
海

の
近
く
の
松
林
の
中
で
し
た
の
で
、お
日
様
の

注
ぐ
サ
ン
デ
ッ
キ
が
あ
り
、暖
房
用
に
は
掘
ご

た
つ
を
作
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
当
時
の
私
た
ち

の
生
活
に
は
ピ
タ
リ
と
合
い
、以
来
好
き
な
も

の
に
掘
ご
た
つ
が
加
わ
り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
20
年
ほ
ど
前
、
東
京
23
区
の
西
端

に
あ
る
崖
の
上
に
建
つ
、
富
士
山
を
望
む
小

さ
な
家
に
出
合
っ
た
の
で
す
。
崖
を
生
か
し

た
三
階
建
て
の
家
に
は
、
小
さ
な
ら
せ
ん
階

段
と
サ
ン
ル
ー
ム
、お
ま
け
に
鍋
料
理
が
で
き

る
立
派
な
掘
ご
た
つ
が
あ
り
ま
し
た
。
映
画

で
観
た
家
に
比
べ
た
ら
ま
さ
に
お
ま
ま
ご
と

で
す
が
、暖
炉
が
あ
れ
ば
夢
の
家
で
す
。早
速
、

居
間
の
隅
に
オ
ラ
ン
ダ
製
の
暖
炉
を
置
き
ま

し
た
。

　
お
天
気
の
よ
い
日
は
サ
ン
ル
ー
ム
で
本
を
読

み
、
夜
は
暖
炉
で
火
を
焚
き
ま
す
。
植
木
屋

さ
ん
が
伐
っ
て
く
れ
た
庭
の
木
と
大
工
さ
ん

が
持
っ
て
き
て
く
れ
る
廃
材
が
薪
で
す
。
お
友

達
も
仕
事
で
の
来
客
も
、
木
が
燃
え
て
い
る

と
気
持
ち
が
落
ち
着
く
し
暖
か
さ
が
柔
ら
か

い
と
言
っ
て
く
れ
ま
す
。
時
に
は
庭
の
落
葉
で

焼
き
芋
を
楽
し
み
ま
す
。

　
こ
う
し
て
、冬
の
日
を
燃
え
る
火
と
一
緒
に

送
る
よ
う
に
な
る
と
、
夏
も
自
然
の
風
と
共

に
過
ご
し
た
く
な
り
ま
す
。
天
窓
を
使
っ
て

風
を
通
す
と
、
猛
暑
日
で
も
空
調
機
な
し
で

大
丈
夫
で
す
。
風
の
道
を
探
し
て
そ
こ
で
本

を
読
む
の
で
す
。
映
画
で
観
た
生
活
と
は
程

遠
い
毎
日
で
す
が
、子
ど
も
の
頃
の
夢
と
つ
な

が
り
な
が
ら
自
然
に
と
て
も
近
い
暮
ら
し
が

で
き
る
こ
と
に
幸
せ
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　
身
の
丈
に
合
っ
た
毎
日
が
一
番
よ
い
と
い
う

こ
と
が
、長
い
間
か
け
て
よ
く
分
か
り
ま
し
た
。

今
一
番
大
切
に
し
て
い
る「
人
間
が
生
き
も
の

で
あ
り
自
然
の
一
部
で
あ
る
」と
い
う
考
え
方

で
仕
事
と
日
常
と
を
つ
な
ぎ
な
が
ら
、
小
さ

な
夢
を
忘
れ
ず
に
暮
ら
し
て
い
こ
う
と
思
っ
て

い
ま
す
。

小さな夢を忘れずに。
生命誌研究者　中村 桂子

炉辺談話

中村 桂子（なかむら けいこ）

1936年生まれ、東京都出身。生命誌研究者、理
学博士、JT生命誌研究館館長。東京大学理学部
化学科卒業、東京大学大学院生物化学専攻博士
課程修了(理学博士)。国立予防衛生研究所、三
菱化成生命科学研究所人間自然研究部長、早稲
田大学人間科学部教授、JT生命誌研究館副館長
を経て現職。
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日
本
公
庫
へ
の
期
待

「
女
性
活
躍
の
推
進
に
向
け
て
」

総
務
大
臣
・
女
性
活
躍
担
当
大
臣
・
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣   

野
田 

聖
子

　
我
が
国
が
、少
子
化
・
人
口
減
少
と
い
う
危
機
を
迎

え
る
中
で
、
最
大
の
潜
在
力
で
あ
る
女
性
の
活
躍
を

推
進
し
、す
べ
て
の
女
性
が
、自
ら
の
希
望
に
応
じ
個

性
と
能
力
を
発
揮
で
き
る
社
会
を
実
現
す
る
こ
と
は
、

社
会
・
経
済
の
多
様
性
と
活
力
を
高
め
る
観
点
か
ら
、

成
長
戦
略
の
最
優
先
課
題
で
あ
り
、
危
機
を
克
服
す

る
た
め
の
切
り
札
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
政
府
は
こ
れ
ま
で
、
第
4
次
男
女
共
同
参
画
基
本

計
画
の
策
定
や
、
毎
年
の
各
府
省
の
概
算
要
求
に
反

映
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
女
性
活
躍
加
速
の
た

め
の
重
点
方
針
」
の
策
定
、女
性
活
躍
推
進
法
の
施
行

な
ど
を
通
じ
て
、
女
性
活
躍
の
取
り
組
み
を
進
め
て

き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、女
性
の
就
業
者
数
は
平
成
24

年
か
ら
平
成
28
年
の
4
年
間
で
約
1
5
0
万
人
増
加

す
る
な
ど
、女
性
の
労
働
参
加
は
着
実
に
進
ん
で
お
り
、

子
育
て
期
の
女
性
の
就
業
率
も
上
昇
し
、い
わ
ゆ
る

M
字
カ
ー
ブ
は
改
善
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、我
が
国
の
上
場
企
業
の
役
員
に

占
め
る
女
性
比
率
は
3.
7
%
に
過
ぎ
ず
、民
間
企
業

の
管
理
職
に
占
め
る
女
性
の
割
合
も
9.
3
%
に
と
ど

ま
る
な
ど
、女
性
の
職
業
生
活
に
お
け
る
活
躍
の
推
進

は
、ま
だ
ま
だ
道
半
ば
で
す
。
平
成
28
年
4
月
に
完
全

施
行
さ
れ
た
女
性
活
躍
推
進
法
に
お
い
て
は
、女
性
の

活
躍
に
つ
い
て
優
れ
た
取
り
組
み
を
行
う
一
般
事
業

主
を
認
定
す
る
仕
組
み（
え
る
ぼ
し
認
定
）の
導
入
や
、

一
般
事
業
主
へ
の
事
業
主
行
動
計
画
の
策
定
・
公
表

及
び
女
性
の
活
躍
状
況
に
関
す
る
情
報
の
公
表
（
見

え
る
化
）
の
義
務
付
け
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
常
時

雇
用
し
て
い
る
労
働
者
3
0
0
人
以
下
の
中
小
企
業

で
も
、努
力
義
務
と
さ
れ
て
い
る
中
、取
り
組
み
を
進

め
て
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、中
小
企
業
は
、

我
が
国
の
従
業
者
数
の
6
割
以
上
を
占
め
て
お
り
、

中
小
企
業
に
お
け
る
女
性
活
躍
の
推
進
を
図
る
こ
と

は
、重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
で
、日
本
公
庫
に
お
い
て
は
、女
性
活

躍
推
進
法
に
基
づ
き
一
般
事
業
主
行
動
計
画
を
策
定

し
た
事
業
者
な
ど
を
対
象
と
す
る
女
性
活
躍
推
進
関

連
融
資
を
拡
大
す
る
と
と
も
に
、
民
間
金
融
機
関
と

連
携
し
て
、女
性
活
躍
を
応
援
す
る
協
調
融
資
ス
キ
ー

ム
を
創
設
す
る
な
ど
、
女
性
の
活
躍
に
積
極
的
に
取

り
組
む
企
業
を
力
強
く
支
援
し
て
い
た
だ
い
て
い
る

こ
と
は
、ま
こ
と
に
時
宜
を
得
た
、す
ば
ら
し
い
取
り

組
み
で
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
企
業
に
お
い
て
女
性
の
活
躍
を
進
め
る
こ
と
は
、政

策
的
な
意
義
に
と
ど
ま
ら
ず
、優
秀
な
人
材
を
確
保

し
、新
た
な
財・サ
ー
ビ
ス
や
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
生
み
、

ま
た
、働
き
方
の
改
革
を
進
め
る
こ
と
で
、企
業
の
利

益
に
も
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。
日
本
公
庫

に
お
い
て
は
、こ
れ
か
ら
も
、ま
す
ま
す
女
性
活
躍
を

推
進
す
る
取
り
組
み
を
進
め
、企
業
に
お
け
る
優
れ

た
取
り
組
み
事
例
を
た
く
さ
ん
生
み
出
し
て
い
た
だ

き
、
企
業
の
意
識
に
変
革
を
も
た
ら
す
こ
と
を
期
待

し
ま
す
。

大臣寄稿
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事業承継
～育てた事業を未来につなぐ～
経営者の高齢化が進むなか、中小企業等にとって喫緊の課題となっ
ている事業承継。本特集では、事業のバトンを次代に渡した方や受
け取った方に、事業承継に至った経緯や思いを聞いた。

Special Report
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事業承継の意義と
高まる公的支援の役割

村上 義昭（むらかみ よしあき）
1981年京都大学経済学部卒業。同年国民金融公庫

（現日本政策金融公庫）入社、2012年内閣府経済
社会総合研究所上席主任研究官、2014年より現職。

績
の
向
上
が
期
待
で
き
る
。

　
日
本
公
庫
総
合
研
究
所
が
、事
業
を
引
き
継
い

だ
経
営
者
を
対
象
に
行
っ
た
調
査
（
09
年
）
に
よ

る
と
、後
継
者
が
経
営
革
新
に
取
り
組
ん
だ
企
業

の
割
合
は
約
9
割
に
上
る
。
そ
の
結
果
、
事
業
承

継
前
と
比
べ
て
業
績
が
改
善
し
た
割
合
は
、経
営

革
新
に
取
り
組
ま
な
か
っ
た
企
業
よ
り
も
明
ら
か

に
高
い
。

　
実
際
に
、伊
福
精
密
㈱
（
8
ペ
ー
ジ
）
は
後
継
者

が
加
工
デ
ー
タ
の
共
有
化
に
取
り
組
み
、組
織
と

し
て
技
術
力
を
向
上
さ
せ
た
。
ま
た
、㈱
早
和
果
樹

園
（
14
ペ
ー
ジ
）
で
は
、後
継
者
の
主
導
に
よ
っ
て

　
中
小
企
業
経
営
者
の
う
ち
60
歳
以
上
の
割
合
は

53
・
6
%
に
上
る
（「
2
0
1
6
年
版 

中
小
企
業
白

書
」）。
勤
務
者
と
違
っ
て
、中
小
企
業
経
営
者
は
一

定
年
齢
で
一
律
に
引
退
す
る
わ
け
で
は
な
い
も
の
の
、

今
後
10
年
間
で
多
く
の
経
営
者
が
確
実
に
引
退
期

を
迎
え
る
。
ま
さ
に
「
事
業
承
継
時
代
」
の
到
来
で

あ
る
。

　
こ
の
た
め
、事
業
承
継
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
っ

て
い
る
。
中
小
企
業
庁
が
「
事
業
承
継
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」を
改
定
し
た
り
、「
事
業
承
継
5
ヶ
年
計
画
」を

策
定
し
た
り
す
る
な
ど
、
政
策
的
な
対
応
も
進
め

ら
れ
て
い
る
（
本
誌
2
ペ
ー
ジ
「
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
解

説
」
を
参
照
）。
ま
た
、全
国
の
事
業
引
継
ぎ
支
援

セ
ン
タ
ー
が
後
継
者
不
在
の
企
業
に
対
し
て
後
継

者
を
マ
ッ
チ
ン
グ
す
る
制
度
な
ど
も
設
け
ら
れ
て

い
る
。

　
以
下
で
は
事
業
承
継
の
社
会
的
意
義
を
見
た
上

で
、公
的
支
援
が
求
め
ら
れ
る
理
由
を
考
え
た
い
。

　
事
業
承
継
の
社
会
的
な
意
義
は
二
つ
あ
る
。

　
一
つ
は
、経
営
者
の
引
退
を
機
に
、生
産
性
が
相

対
的
に
低
い
企
業
が
市
場
か
ら
退
出
す
る
こ
と
で

あ
る
。

　
も
う
一
つ
は
、多
く
の
後
継
者
が
、事
業
を
引
き

継
ぐ
と
そ
れ
ま
で
の
経
営
を
見
直
し
て
、
新
た
な

取
り
組
み
を
手
が
け
る
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、後

継
者
に
よ
る
経
営
革
新
だ
。
そ
の
結
果
、企
業
の
業

日本公庫総合研究所 主席研究員

Special Report

事
業
承
継
時
代
の
到
来

経
営
革
新
に
よ
る
生
産
性
の
向
上

分　類 定　義 構成比
(n=4,104）

決定企業 後継者は決まっている（後継者本人も承諾している） 12.4

未定企業

後
継
者
は
決
ま
っ
て
い
な
い

後継者の候補が複数おり、
誰を選ぶかまだ決めかねている

21.8

3.5

後継者にしたい人はいるが、
本人がまだ若い 6.0

現在、後継者を探している 7.7

後継者にしたい人はいるが、
本人が承諾していない 3.4

その他 1.2

廃業予定企業 自分の代で事業をやめるつもりである 50.0

時期尚早企業 自分がまだ若いので、今は決める必要がない 15.9

合　計 100.0

事業承継の意向による類型化

事業承継の意向は
あるが、後継者が決
まっていない企業

（単位：％）

資料：日本政策金融公庫総合研究所「中小企業の事業承継に関するインターネット調査」（2015年）
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者
も
承
継
を
承
諾
し
て
い
る
企
業
）、②
未
定
企
業

（
事
業
承
継
の
意
向
は
あ
る
が
、後
継
者
が
決
ま
っ

て
い
な
い
企
業
）、
③
廃
業
予
定
企
業
（
現
経
営
者

の
代
で
事
業
を
や
め
る
つ
も
り
の
企
業
）、④
時
期

尚
早
企
業（
現
経
営
者
が
若
く
、ま
だ
後
継
者
を
決

め
る
必
要
が
な
い
企
業
）の
4
類
型
で
あ
る（
右
ペ
ー

ジ
表
参
照
）。

　
こ
の
う
ち
廃
業
予
定
企
業
は
従
業
者
規
模
が
小

さ
く
、
業
績
が
相
対
的
に
悪
い
企
業
の
割
合
が
高

い
。
一
方
、決
定
企
業
と
未
定
企
業
を
み
る
と
、従

業
者
規
模
は
相
対
的
に
大
き
い
と
と
も
に
、
業
績

も
良
好
で
あ
る
企
業
の
割
合
が
高
い
。
し
か
も
、両

者
の
規
模
や
業
績
に
は
大
き
な
差
は
な
い
。
異
な

る
の
は
、前
者
に
は
経
営
者
に
男
の
子
ど
も
の
数
が

多
く
、後
者
に
は
少
な
い
こ
と
だ
（
上
図
参
照
）。
規

模
や
業
績
は
決
定
企
業
と
比
べ
て
遜
色
が
な
い
に

も
か
か
わ
ら
ず
、た
ん
に
男
の
子
ど
も
が
少
な
い
と

い
う
理
由
に
よ
っ
て
後
継
者
が
決
ま
ら
ず
未
定
企

業
が
廃
業
す
る
こ
と
に
な
れ
ば
、社
会
的
な
損
失
だ
。

　
こ
の
よ
う
な
事
態
を
防
ぐ
た
め
に
は
、公
的
な

支
援
が
必
要
と
な
る
。
例
え
ば
、乾
物
小
売
店
を
営

む
蒲
原
屋
（
12
ペ
ー
ジ
）
で
は
、前
経
営
者
の
金
子

武
さ
ん
に
後
継
者
が
い
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、静
岡

県
事
業
引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー
の
支
援
を
得
て
後

継
者
を
公
募
し
た
。
そ
の
結
果
、10
組
の
候
補
者
か

ら
選
ば
れ
た
新
谷
琴
美
さ
ん
が
事
業
を
引
き
継
い

だ
。
ま
た
、農
機
具
メ
ー
カ
ー
の
㈱
サ
サ
オ
カ
が
新

設
し
た
㈱
ア
グ
リ
ア
タ
ッ
チ
研
究
所
（
10
ペ
ー
ジ
）

は
、
後
継
者
不
在
の
同
業
者
の
営
業
権
等
を
買
収

し
た
。
そ
の
際
、日
本
公
庫
と
四
国
銀
行
が
協
調
融

み
か
ん
加
工
製
品
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
を
手

が
け
、売
り
上
げ
を
大
き
く
増
加
さ
せ
た
。

　
生
産
性
が
相
対
的
に
低
い
企
業
が
経
営
者
の
引

退
を
機
に
市
場
か
ら
退
出
す
る
。一
方
、事
業
を
引

き
継
い
だ
後
継
者
が
経
営
革
新
を
図
り
、
生
産
性

を
高
め
る
。
こ
れ
ら
の
結
果
、社
会
全
体
の
生
産
性

が
向
上
す
る
は
ず
で
あ
る
。
事
業
承
継
の
社
会
的

意
義
は
こ
の
点
に
あ
る
。

　
事
業
承
継
は
個
人
資
産
の
引
き
継
ぎ
を
伴
う
こ

と
が
多
い
な
ど
、個
人
の
問

題
に
深
く
か
か
わ
る
行
為

で
あ
る
。い
わ
ば
私
的
な
行

為
で
あ
る
事
業
承
継
に
対

し
て
、な
ぜ
公
的
な
支
援
が

必
要
と
さ
れ
る
の
か
。
大
き

な
理
由
は
二
つ
あ
る
。

　
第
一
は
、経
営
者
の
引
退

を
機
に
市
場
か
ら
退
出
す

る
の
は
、必
ず
し
も
生
産
性

が
低
い
企
業
だ
け
で
は
な

い
と
い
う
こ
と
だ
。

　
当
研
究
所
が
中
小
企
業

経
営
者
を
対
象
に
行
っ
た

調
査
（
15
年
）
で
は
、後
継

者
の
決
定
状
況
等
を
基
に

企
業
を
類
型
化
し
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
①
決
定
企
業

（
後
継
者
が
決
定
し
、
後
継

資
で
㈱
ア
グ
リ
ア
タ
ッ
チ
研
究
所
に
買
収
資
金
を

供
給
し
た
。

　
公
的
支
援
が
求
め
ら
れ
る
第
二
の
理
由
は
、
事

業
承
継
の
前
後
に
リ
ス
ク
が
高
ま
る
こ
と
だ
。

　
例
え
ば
、経
営
者
が
交
代
し
た
企
業
に
対
し
て
、

金
融
機
関
が
担
保
の
追
加
を
求
め
た
り
、
仕
入
れ

先
が
取
引
保
証
金
を
求
め
た
り
す
る
こ
と
が
あ
る
。

新
し
い
経
営
者
の
能
力
が
よ
く
分
か
ら
な
い
こ
と

か
ら
生
じ
る
リ
ス
ク
に
備
え
よ
う
と
し
て
い
る
の

で
あ
る
。

　
あ
る
い
は
、
借
入
金
の
個
人
保
証
は
従
業
員
が

引
き
継
ぐ
場
合
の
障
害
に
な
る
こ
と
か
ら
、
保
証

を
免
除
す
る
こ
と
も
あ
る
。
こ
の
と
き
金
融
機
関

に
と
っ
て
は
リ
ス
ク
が
高
ま
る
こ
と
に
な
る
。

　
さ
ら
に
後
継
者
が
新
規
事
業
へ
の
進
出
な
ど
経

営
革
新
を
図
る
際
に
融
資
す
る
場
合
、事
業
が
失

敗
す
る
リ
ス
ク
を
想
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
こ
の
よ
う
に
、承
継
の
前
後
に
高
ま
る
リ
ス
ク
を

公
的
支
援
に
よ
っ
て
カ
バ
ー
す
る
必
要
が
あ
る
。

*
　
*

　
*

　
事
業
承
継
の
社
会
的
意
義
は
、
市
場
か
ら
の
退

出
と
経
営
革
新
を
通
じ
て
社
会
全
体
の
生
産
性
を

向
上
さ
せ
る
こ
と
に
あ
る
。
そ
れ
を
実
現
す
る
た

め
に
は
、公
的
支
援
に
よ
っ
て
、維
持
可
能
な
企
業

の
事
業
承
継
を
促
進
す
る
こ
と
、事
業
承
継
に
伴
っ

て
生
じ
る
リ
ス
ク
を
カ
バ
ー
す
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
。「
事
業
承
継
時
代
」を
迎
え
た
現
在
、そ
の
役

割
は
い
っ
そ
う
高
ま
っ
て
い
る
。

22.8決定企業
（n＝293）

1.17人

0.95人

0人 1人 2人 3人以上 平均

未定企業
（n＝758） 36.3 37.5 21.4 4.8

44.0 26.7 6.4

資料：日本政策金融公庫総合研究所「中小企業の事業承継に関するインターネット調査」（2015年）

社
会
的
損
失
が
発
生
す
る
お
そ
れ

承
継
の
前
後
で
高
ま
る
リ
ス
ク

男の子どもの人数 （単位：％）
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大
学
卒
業
後
、渡
米
し
て
プ
ロ
ゴ
ル
フ
ァ
ー
に
な

る
と
い
う
青
年
の
夢
は
叶
わ
な
か
っ
た
。
渡
米
を

1
週
間
後
に
控
え
た
あ
る
日
、「
く
も
膜
下
出
血
で

父
親
が
倒
れ
た
」
と
の
連
絡
が
飛
び
込
ん
で
き
た

か
ら
だ
。

　
神
戸
市
に
本
社
を
構
え
る
伊
福
精
密
の
創
業
社

長
・
伊
福
保
氏
は
1
9
7
0
年
、旋
盤
と
フ
ラ
イ
ス

盤
を
購
入
し
、自
宅
の
土
間
で
鉄
工
所
を
始
め
た
。

当
初
は
一
人
で
下

請
け
仕
事
に
従
事

し
て
い
た
が
、
見

本
市
で
出
合
っ
た

ワ
イ
ヤ
ー
カ
ッ
ト

放
電
加
工
機
（
高

精
度
で
複
雑
な
切

削
加
工
が
可
能
な

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
制
御
の
工
作
機
）
に
惚
れ
込
み
、

「
こ
れ
が
あ
れ
ば
他
社
に
勝
て
る
」
と
、業
界
に
先

駆
け
て
最
先
端
の
機
材
を
導
入
し
た
。
こ
の
読
み

が
当
た
り
、精
密
金
属
加
工
の
仕
事
が
増
え
、花
形

産
業
の
自
動
車
部
品
の
仕
事
を
請
け
負
う
よ
う
に

な
っ
た
。
従
業
員
も
増
え
、仕
事
も
軌
道
に
乗
っ
て

き
た
。
そ
ん
な
矢
先
に
突
然
、保
氏
が
倒
れ
た
。

　「
会
社
が
潰
れ
て
し
ま
っ
た
ら
、従
業
員
に
も
迷

惑
を
掛
け
て
し
ま
う
。
だ
っ
た
ら
、自
分
が
家
業
を

継
ぐ
し
か
な
い
と
思
い
、プ
ロ
ゴ
ル
フ
ァ
ー
の
夢
は

き
っ
ぱ
り
諦
め
ま
し
た
。
小
さ
い
頃
か
ら
、旋
盤
を

回
す
音
と
油
の
匂
い
の
な
か
で
育
っ
て
き
た
し
、朝

か
ら
晩
ま
で
働
い
て
い
る
父
親
の
姿
を
見
て
い
ま

し
た
か
ら
、機
械
加
工
も
や
れ
な
い
こ
と
は
な
い
と

い
う
気
持
ち
で
し
た
」
と
、伊
福
元
彦
社
長
は
当
時

の
思
い
を
語
る
。

　
幸
い
に
も
保
氏
の
病
状
は
大
事
に
至
ら
ず
、無

事
復
帰
し
て
社
長
を
継
続
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

し
か
し
、一
度
、家
業
を
継
ぐ
決
意
を
固
め
た
元
彦

氏
の
心
が
揺
ら
ぐ
こ
と
は
な
か
っ
た
。
入
社
後
は
、

仕
事
を
覚
え
る
た
め
に
現
場
で
作
業
を
手
伝
い
、

経
理
も
担
当
し
、顧
客
回
り
に
も
精
を
出
し
た
。
日

が
暮
れ
て
工
場
を
閉
め
た
後
は
、ビ
ー
ル
や
日
本

酒
を
手
土
産
に
、父
親
の
同
級
生
が
経
営
す
る
鉄

工
所
を
訪
れ
、夜
通
し
機
械
の
使
い
方
の
手
ほ
ど

き
を
受
け
た
。

　「“
ボ
ス
ザ
ル
は
一
番
喧
嘩
が
強
く
な
い
と
あ
か
ん
”

と
言
わ
れ
て
育
っ
た
の
で
、一
国
一
城
の
主
に
な
る

に
は
社
員
に
技
術
力
で
負
け
て
は
い
け
な
い
と
思
っ

て
い
た
の
で
、必
死
で
し
た
」

　
1
9
9
5
年
、阪
神
・
淡
路
大
震
災
が
神
戸
の
町

を
襲
う
。
幸
い
に
も
伊
福
精
密
の
工
場
は
倒
壊
を

免
れ
た
が
、周
辺
地
域
は
甚
大
な
被
害
を
被
っ
た
。

震
災
を
機
に
保
氏
は
、「
人
生
何
が
起
き
る
か
分
か

ら
な
い
。
自
分
の
体
が
動
く
う
ち
に
事
業
承
継
を

進
め
な
け
れ
ば
」
と
考
え
、99
年
に
元
彦
氏
を
代
表

取
締
役
に
昇
進
さ
せ
て
二
人
代
表
体
制
を
取
る
。

　
元
彦
氏
が
最
も
苦
労
し
た
の
は
、職
人
の
経
験

や
勘
に
頼
る
手
仕
事
か
ら
、誰
が
作
業
し
て
も
高

い
生
産
性
を
発
揮
で
き
る
働
き
方
に
変
革
す
る
こ

と
だ
っ
た
。

　「
職
人
の
技
術
が
す
ご
い
の
は
分
か
っ
て
い
ま
し

た
が
、事
業
を
拡
大
す
る
に
は
、そ
の
技
術
を
デ
ー

タ
化
し
て
社
内
で
共
有
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
、職
人

た
ち
に『
電
源
を
落
と
す
前
に
、そ
の
日
の
加
工
デ
ー

Case 1

父
親
の
急
病
で
事
業
承
継
を
決
意

経
営
革
新
で
提
案
型
加
工
企
業
へ

伊
福
精
密
株
式
会
社（
兵
庫
県
神
戸
市
）

創
業
社
長
で
あ
る
父
親
が
突
然
倒
れ
、大
学
を
卒
業
し
た
て
の
息
子
が

事
業
承
継
を
決
意
。
古
参
の
職
人
た
ち
と
の
葛
藤
を
経
て
組
織
改
革

を
進
め
、会
社
を
世
界
に
羽
ば
た
く
ま
で
に
成
長
さ
せ
た
。

伊福精密株式会社
代表取締役社長 伊福 元彦 氏

伊福精密の「長期ロードマップ」。20年後の目標は「全世界をマーケッ
トとする提案型加工企業」。男女が共に輝く組織を目指す

Special Report

父
親
が
倒
れ
急
遽
事
業
を
承
継
す
る

デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
生
産
性
が
向
上
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加
工
、マ
シ
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
、切
削
加
工
機
を
駆

使
し
た
超
精
密
加
工
・
金
型
部
品
加
工
を
強
み
に
、

“
切
削
・
放
電
加
工
の
駆
け
込
み
寺
”と
し
て
、業
界

で
そ
の
名
を
知
ら
れ
る
存
在
と
な
っ
た
。

　「
先
代
か
ら
、『
借
金
し
て
い
る
間
は
経
営
者
、借

金
を
返
し
終
え
た
ら
立
派
な
経
営
者
、返
せ
な
か
っ

た
ら
詐
欺
師
、こ
の
3
択
し
か
な
い
』
と
い
う
言
葉

を
聞
か
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
私
は
ま
ず
資
金
を
借

り
ら
れ
る
経
営
者
に
な
る
た
め
、
常
に
金
融
機
関

と
良
好
な
関
係
を
築
き
、事
業
の
内
容
を
理
解
し

て
も
ら
う
こ
と
に
努
め
ま
し
た
。
今
後
は
、立
派
な

経
営
者
に
な
る
た
め
に
、
お
借
り
し
た
資
金
を
生

か
し
て
、お
客
様
や
従
業
員
に
貢
献
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

　
16
年
、伊
福
精
密
は
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会
社
と

協
業
し
て
9
カ
月
間
か
け
て
市
場
、経
営
環
境
、労

働
環
境
な
ど
を
分
析
し
、
20
年
後
の
あ
る
べ
き
姿

を
示
す
「
長
期
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
を
作
成
し
た
。
そ

こ
に
は
、20
年
後
に
は
全
世
界
を
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
す

る
提
案
型
加
工
企
業
と
な
り
、
男
女
が
共
に
輝
く

組
織
に
な
る
と
い
う
ビ
ジ
ョ
ン
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
実
現
に
向

け
て
、す
で
に
伊
福
精
密
は
金
属
造

形
用
3
D
プ
リ
ン
タ
ー
を
導
入
し
、

中
国
工
場
を
設
立
、18
年
に
は
オ
ラ

ン
ダ
に
拠
点
を
設
け
る
な
ど
、具
体

的
な
ア
ク
シ
ョ
ン
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ

て
い
る
。

　「
ビ
ジ
ネ
ス
の
世
界
で
は
w
i
n
‐
w
i
n
と
い

う
言
葉
が
使
わ
れ
ま
す
が
、そ
れ
っ
て
自
社
と
取

引
先
だ
け
が
良
い
思
い
を
す
る
話
で
す
よ
ね
。私
は
、

そ
の
w
i
n
を
従
業
員
と
そ
の
家
族
、さ
ら
に
は
地

域
全
体
に
広
げ
、循
環
さ
せ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
何
が
必
要
か
を
示
し
た
の
が
長
期
ロ
ー

ド
マ
ッ
プ
で
す
。
そ
の
目
標
達
成
に
向
け
て
、こ
れ

か
ら
私
が
や
っ
て
い
き
た
い
の
は
、従
業
員
の
家
族
、

特
に
子
ど
も
た
ち
を
工
場
に
招
待
し
、親
の
働
く

姿
を
見
せ
る
こ
と
で
す
。
ド
イ
ツ
で
は
、親
の
職
場

を
子
ど
も
が
見
学
す
る
の
は
当
た
り
前
で
、
大
企

業
が
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
や
シ
ュ
ツ
ッ
ト
ガ
ル
ト
の
よ

う
な
地
方
都
市
で
活
躍
し
て
い
る
背
景
に
は
、地
元

の
会
社
に
誇
り
を
持
ち
、
働
き
た
い
と
思
う
若
者

が
た
く
さ
ん
い
る
か
ら
だ
と
聞
き
ま
し
た
。

　
う
ち
の
会
社
が
存
続
し
て
い
く
に
は
、
地
元
に

残
っ
て
働
い
て
く
れ
る
人
材
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
そ

の
た
め
に
、こ
の
会
社
で
働
き
た
い
と
思
っ
て
も
ら

え
る
会
社
に
な
ら
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
そ
う
し

て
会
社
を
何
十
年
も
存
続
さ
せ
る
、
そ
れ
が
事
業

を
承
継
し
た
私
の
責
任
で
す
」。
伊
福
社
長
は
、プ

ロ
ゴ
ル
フ
ァ
ー
と
い
う
夢
に
代
わ
る
、大
き
な
目
標

を
見
据
え
て
い
る
。

タ
を
保
存
し
て
、ノ
ー
ト
に
作
業
内
容
を
書
い
て
も

ら
え
ま
せ
ん
か
』
と
お
願
い
し
た
の
で
す
が
、理
解

を
得
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。仕
方
な
く
、彼
ら
が
帰
っ

た
後
、現
場
に
戻
っ
て
機
械
を
立
ち
上
げ
、デ
ー
タ

を
コ
ピ
ー
し
続
け
ま
し
た
」

　
2
0
0
0
年
頃
に
は
、
震
災
か
ら
の
復
興
が
進

み
、工
場
の
周
辺
は
住
宅
地
へ
と
変
貌
し
て
い
っ
た
。

真
新
し
い
住
宅
地
に
、騒
音
を
出
し
、油
の
匂
い
を

さ
せ
る
古
ぼ
け
た
工
場
が
居
続
け
る
わ
け
に
も
い

か
ず
、工
場
移
転
を
決
断
。
す
る
と
、古
参
の
職
人

た
ち
が
通
勤
時
間
が
長
く
な
る
と
猛
反
発
し
、
大

半
が
退
職
し
て
し
ま
っ
た
。

　「
結
果
的
に
は
、こ
れ
が
会
社
を
若
返
ら
せ
る
き
っ

か
け
に
な
り
ま
し
た
。
新
工
場
で
は
、社
内
に
サ
ー

バ
ー
を
置
き
、あ
ら
ゆ
る
情
報
を
共
有
で
き
る
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
整
備
し
ま
し
た
。
工
程
表
や
指
図
書
、

報
告
書
も
す
べ
て
電
子
化
し
、加
工
プ
ロ
グ
ラ
ム
は

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
保
存
し
共
有
で
き
る
よ
う
に
し

ま
し
た
。
こ
の
時
に
生
き
た
の
が
、長
年
コ
ツ
コ
ツ

蓄
積
し
て
き
た
過
去
の
加
工
デ
ー
タ
で
す
。
こ
の

デ
ー
タ
の
お
か
げ
で
、職
人

た
ち
が
い
な
く
な
っ
て
も
仕

事
の
質
を
落
と
さ
ず
に
済

み
ま
し
た
」

　
03
年
に
先
代
社
長
が
一
線

を
退
き
、元
彦
氏
が
社
長
の

バ
ト
ン
を
受
け
継
ぐ
。
代
替

わ
り
し
た
伊
福
精
密
は
、ワ

イ
ヤ
ー
カ
ッ
ト
加
工
、型
彫

放
電
加
工
、N
C
細
穴
放
電

上／長年培ってきた技術
によって、ミクロン単位の
特殊精密加工が実現する
下／「最大より、最高を目
指す」を合言葉に、若い
世代が活躍する職場

加工用設備6種34台、検査装置5種
7台は、いずれも厳しく管理され常に
最高の状態を保つ。社長の右側は、
最新の金属3Dプリンター

会
社
を
何
十
年
も
存
続
さ
せ
た
い
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2
0
1
7
年
6
月
24
日
。
静
岡
県
富
士
市
の
佐

野
ア
タ
ッ
チ
研
究
所
の
会
議
室
に
集
め
ら
れ
た
社

員
た
ち
は
、社
長
か
ら
告
げ
ら
れ
た
言
葉
に
耳
を

疑
っ
た
。
高
知
県
須
崎
市
に
本
社
を
構
え
る
サ
サ

オ
カ
に
事
業
を
譲
渡
し
、新
会
社
ア
グ
リ
ア
タ
ッ
チ

研
究
所
と
し
て
再
ス
タ
ー
ト
を
切
る
と
い
う
の
だ
。

　
新
会
社
と
サ
サ
オ
カ
の
代
表
を
兼
任
す
る
山
﨑

清
社
長
は
、
従
業
員
た
ち
を
前
に
自
己
紹
介
す
る

と
と
も
に
、今
後
の
運
営
方
針
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

　「
社
名
は
変
わ

り
ま
す
が
、
皆
さ

ん
の
仕
事
は
今
ま

で
通
り
で
す
。
基

本
的
に
は
、
雇
用

条
件
も
仕
事
の
内

容
も
変
わ
ら
な
い

の
で
安
心
し
て
く

だ
さ
い
」。
山
﨑
社
長
は
丁
寧
に
語
り
か
け

た
が
、
突
然
の
発
表
に
、
従
業
員
の
大
半
は

事
態
を
飲
み
込
め
ず
呆
然
と
す
る
ば
か
り

だ
っ
た
。

　
事
業
承
継
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
手
法
が
あ
る

が
、M
&
A
に
よ
る
事
業
譲
渡
の
場
合
、水
面

下
で
交
渉
が
行
わ
れ
る
た
め
、今
回
の
よ
う

に
従
業
員
が
知
ら
な
い
間
に
話
が
決
ま
る

ケ
ー
ス
が
一
般
的
だ
。
な
ぜ
な
ら
、情
報
が
洩

れ
て
し
ま
う
と
、横
や
り
が
入
っ
て
交
渉
が

頓
挫
し
た
り
、間
違
っ
た
噂
が
広
が
り
経
営

に
良
く
な
い
影
響
を
お
よ
ぼ
す
リ
ス
ク
が
あ
る
か

ら
だ
。

　
ア
グ
リ
ア
タ
ッ
チ
研
究
所
の
親
会
社
と
な
っ
た

サ
サ
オ
カ
は
、農
耕
機
な
ら
び
に
ト
ラ
ク
タ
ー
用
ア

タ
ッ
チ
メ
ン
ト
（
畝
立
整
形
用
）、耕
耘
機
用
爪
な

ど
を
製
造
販
売
し
て
い
る
農
機
具
メ
ー
カ
ー
だ
。一

方
、事
業
を
譲
渡
し
た
佐
野
ア
タ
ッ
チ
研
究
所
は
、

農
業
機
械
及
び
資
材
の
製
造
・
販
売
を
手
掛
け
る

メ
ー
カ
ー
で
、扱
っ
て
い
る
商
品
は
サ
サ
オ
カ
と
同

じ
ト
ラ
ク
タ
ー
用
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト（
畝
立
整
形
用
）

で
あ
る
。
両
者
の
違
い
は
、サ
サ
オ
カ
は
営
業
エ
リ

ア
が
西
日
本
、商
材
が
大
型
ト
ラ
ク
タ
ー
用
で
あ
る

の
に
対
し
、佐
野
ア
タ
ッ
チ
研
究
所
は
営
業
エ
リ
ア

が
東
日
本
、
商
材
が
歩
行
用
の
小
型
ト
ラ
ク
タ
ー

用
で
あ
る
点
だ
。
つ
ま
り
、両
者
は
補
完
関
係
に
あ

り
、事
業
統
合
に
よ
る
シ
ナ
ジ
ー
を
見
込
め
る
事
業

構
造
に
あ
っ
た
。

　
サ
サ
オ
カ
に
事
業
譲
渡
の
相
談
が
持
ち
か
け
ら

れ
た
の
は
、16
年
12
月
。
取
引
金
融
機
関
か
ら
佐
野

ア
タ
ッ
チ
研
究
所
が
譲
渡
先
を
探
し
て
い
る
と
の

情
報
を
得
た
の
だ
。
佐
野
ア
タ
ッ
チ
研
究
所
は
、社

長
が
60
歳
を
迎
え
た
5
年
前
か
ら
事
業
承
継
に
つ

い
て
模
索
し
て
い
た
と
い
う
。

　「
サ
サ
オ
カ
は
、以
前
か
ら
東
日
本
進
出
を
事
業

計
画
に
盛
り
込
ん
で
お
り
、今
回
の
申
し
入
れ
は

そ
の
足
掛
か
り
と
な
る
チ
ャ
ン
ス
だ
と
考
え
ま
し
た
。

し
か
し
、当
社
に
も
潤
沢
な
資
金
が
あ
る
わ
け
で
は

な
く
、事
業
の
受
け
入
れ
は
分
不
相
応
だ
と
考
え
、

今
年
3
月
に
一
旦
お
断
り
し
た
の
で
す
」
と
山
﨑

社
長
。
し
か
し
、4
月
初
旬
に
佐
野
ア
タ
ッ
チ
研
究

所
の
社
長
か
ら
「
事
業
譲
渡
は
サ
サ
オ
カ
以
外
考

え
ら
れ
な
い
」
と
強
い
要
望
を
示
さ
れ
、申
し
入
れ

Case 2

従
業
員
と
フ
ァ
ン
を
守
る
た
め
に

同
業
者
か
ら
の
事
業
承
継
を
決
断

株
式
会
社
ア
グ
リ
ア
タ
ッ
チ
研
究
所（
静
岡
県
富
士
市
）

後
継
者
不
在
で
悩
ん
で
い
た
静
岡
県
の
佐
野
ア
タ
ッ
チ
研
究
所
は
、金

融
機
関
を
通
し
て
同
業
者
の
サ
サ
オ
カ
に
事
業
譲
渡
を
申
し
入
れ
た
。

商
材
も
営
業
エ
リ
ア
も
補
完
関
係
に
あ
っ
た
両
社
は
、大
き
な
シ
ナ
ジ
ー

効
果
を
生
む
事
業
承
継
を
実
現
し
た
。

株式会社アグリアタッチ研究所
代表取締役社長 山﨑 清 氏

真正面に富士山を望むア
グリアタッチ研究所の工場
では、佐野アタッチ研究所
の技術を継承する農機具
を製造・販売する。右は、

「可変整形マルチ」

Special Report

フ
ァ
ン
を
裏
切
ら
な
い
新
会
社
を

極
秘
で
進
め
ら
れ
た
事
業
譲
渡
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事業承継〜育てた事業を未来につなぐ〜特集

M
&
A
は
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
な
意
思
決
定
と
行
動
が

求
め
ら
れ
る
た
め
、短
期
間
で
対
応
し
て
い
た
だ
き

助
か
り
ま
し
た
」と
山
﨑
社
長
は
語
る
。

　
ア
グ
リ
ア
タ
ッ
チ
研
究
所
は
、従
業
員
が
混
乱

し
な
い
よ
う
、当
面
は
旧
会
社
の
業
務
ス
タ
イ
ル
を

踏
襲
す
る
形
で
仕
事
を
ス
タ
ー
ト
し
た
。
山
﨑
社

長
は
現
在
、静
岡
と
高
知
を
3
週
間
ご
と
に
行
き

来
す
る
生
活
を
送
り
な
が
ら
、ア
グ
リ
ア
タ
ッ
チ
研

究
所
の
社
員
た
ち
と
新
会
社
の
基
礎
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

　「
わ
れ
わ
れ
の
会
社
は
、も
の
づ
く
り
と
販
売
と

い
う
2
つ
の
側
面
が
あ
り
ま
す
が
、も
の
づ
く
り

に
つ
い
て
は
当
面
旧
会
社
の
ス
タ
イ
ル
を
踏
襲
し

ま
す
。
旧
会
社
で
は
、会
社
の
規
模
が
小
さ
か
っ

た
こ
と
も
あ
り
、従
業
員
の
裁
量
制
で
業
務
が
行

わ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
や
り
方
は
、専
門
ス
キ
ル

が
身
に
付
き
効
率
的
に
仕
事
が
で
き
る
反
面
、誰

か
が
休
む
と
穴
を
埋
め
ら
れ
な
い
と
い
う
課
題
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
課
題
の
解
消
に
は
、業
務
を
標

準
化
・
見
え
る
化
し
、組
織
で
仕
事
が
で
き
る
環

境
が
必
要
な
の
で
、徐
々
に
取
り
組
ん
で
い
く
つ

も
り
で
す
」

　
営
業
活
動
に
つ
い
て
は
、早
い
段
階
で
シ
ナ
ジ
ー

効
果
を
発
揮
で
き
る
と
山
﨑
社
長
は
考
え
て
い
る
。

互
い
の
商
品
は
補
完
関
係
に
あ
り
、営
業
エ
リ
ア
も

か
ぶ
っ
て
い
な
い
た
め
、両
社
の
商
品
を
う
ま
く
提

案
す
れ
ば
、業
績
向
上
は
容
易
に
予
想
が
つ
く
。

　「
佐
野
ア
タ
ッ
チ
研
究
所
の
お
客
様
が
、総
じ
て

こ
の
事
業
承
継
に
好
意
的
だ
っ
た
こ
と
が
何
よ
り

で
す
。
す
で
に
、佐
野
ア
タ
ッ
チ
研
究
所
時
代
の
取

引
先
か
ら
サ
サ
オ
カ
の
農
機
具
に
関
す
る
問
い
合

わ
せ
が
来
る
な
ど
、市
場
に
も
期
待
感
が
広
が
っ
て

い
ま
す
。
あ
く
ま
で
机
上
の
計
算
で
す
が
、今
ま
で

西
日
本
で
し
か
売
っ
て
い
な
か
っ
た
サ
サ
オ
カ
の

商
品
が
、東
日
本
で
も
売
れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
、倍

の
売
り
上
げ
を
期
待
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、そ
れ
を

実
現
す
る
に
は
、
両
社
の
商
品
知
識
を
持
つ
人
材

も
倍
の
人
数
が
必
要
で
す
か
ら
、
ま
ず
は
人
材
育

成
が
最
優
先
課
題
で
す
」

　
こ
の
案
件
を
通
じ
て
、サ
サ
オ
カ
は
東
日
本
エ
リ

ア
進
出
の
足
掛
か
り
を
つ
く
り
、佐
野
ア
タ
ッ
チ
研

究
所
は
従
業
員
の
雇
用
を
守
り
、佐
野
フ
ァ
ン
を

失
う
こ
と
な
く
事
業
を
円
滑
に
継
続
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
そ
う
い
う
意
味
で
、両
者
に
と
っ
て
望
ま

し
い
形
の
事
業
承
継
だ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

　「
サ
サ
オ
カ
は
創
業
1
0
3
年
目
を
迎
え
ま
す
が
、

守
り
の
姿
勢
で
は
生
き
残
れ
な
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
常
に
攻
め
の
姿
勢
を
持
ち
続
け
な
け
れ
ば
、現

状
維
持
さ
え
で
き
な
い
の
で
、こ
れ
か
ら
も
積
極
的

な
経
営
姿
勢
を
貫
い
て
い
き
ま
す
。
攻
め
の
経
営

を
行
う
上
で
M
&
A
も
選
択
肢
の
一
つ
に
な
り
ま

す
が
、
収
益
拡
大
だ
け
を
目
的
に
M
&
A
を
行
う

こ
と
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。
今
回
の
よ
う
に
、会
社

と
い
う
公
器
が
失
わ
れ
る
こ
と
で
、従
業
員
や
お
客

様
が
損
失
を
被
る
可
能
性
が
あ
る
場
合
は
、事
業

を
存
続
す
る
た
め
の
支
援
を
行
う
こ
と
は
あ
る
と

思
い
ま
す
」
と
、山
﨑
社
長
は
今
後
の
展
望
と
事
業

承
継
に
つ
い
て
の
思
い
を
語
っ
た
。

を
受
け
入
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
佐
野
ア
タ
ッ
チ
研
究
所
の
商
品
は
、作
物
栽
培

に
好
適
な
土
壌
環
境
を
つ
く
る
マ
ル
チ
（
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
フ
ィ
ル
ム
な
ど
の
資
材
で
土
壌
表
面
を
覆

う
農
法
）
に
適
し
た
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
が
人
気
で
、

そ
の
使
い
勝
手
の
良
さ
か
ら
、
市
場
で
は
絶
大
な

信
頼
を
得
て
い
た
。

　「
い
わ
ゆ
る
佐
野
フ
ァ
ン
が
た
く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ

る
の
で
、そ
の
商
品
を
サ
サ
オ
カ
の
社
名
で
売
り
出

す
の
は
望
ま
し
く
な
い
と
考
え
ま
し
た
。
社
名
も

佐
野
を
ア
グ
リ
に
変
え
た
だ
け
の
ア
グ
リ
ア
タ
ッ

チ
研
究
所
と
す
る
こ
と
で
、従
来
の
イ
メ
ー
ジ
を
踏

襲
し
ま
し
た
。
事
業
承
継
用
の
資
金
は
、日
本
公
庫

と
サ
サ
オ
カ
の
メ
ー
ン
バ
ン
ク
で
あ
る
四
国
銀
行

と
の
協
調
融
資
で
賄
い
ま
し
た
。
日
本
公
庫
に
相

談
し
た
と
こ
ろ
、す
ぐ
に
支
援
制
度
の
説
明
が
あ
り
、

1
週
間
で
融
資
可
能
な
金
額
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

上／アグリアタッチ研究
所の社員と山﨑社長
右／社屋と工場は、佐
野アタッチ研究所の建
屋を引き継いだ

シ
ナ
ジ
ー
効
果
を
発
揮
す
る
改
革
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1
9
4
6
年
創
業
の
乾
物
店
「
蒲
原
屋
」の
二
代

目
店
主
で
還
暦
を
迎
え
た
金
子
武
氏
は
、
頭
を
悩

ま
せ
て
い
た
。「
い
つ
ま
で
も
若
く
は
な
い
、元
気
な

う
ち
に
後
継
者
に
店
を
譲
り
た
い
」。
だ
が
、3
人

の
娘
は
嫁
い
で
し
ま
い
、後
継
ぎ
が
い
な
か
っ
た
か

ら
だ
。
金
融
機
関
な
ど
に
相
談
す
る
も
の
の
、解
決

策
は
見
つ
か
ら
ず
、
焦
燥
の
う
ち
に
9
年
の
月
日

が
流
れ
た
。

　
金
子
氏
が
69
歳
を
迎
え
た
2
0
1
2
年
、転
機

は
居
酒
屋
か
ら
始
ま
る
。
一
緒
に
飲
ん
で
い
た
大

学
時
代
の
後
輩
が
、「
そ
う
い
う
話
な
ら
う
ち
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
」
と
言
い
出
し
た
。
後
輩
は
、事

業
承
継
を
支
援
す
る
専
門
機
関
、
静
岡
県
事
業
引

継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー
の
事
務
局
長
だ
っ
た
。
事
業

引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー
と
は
、事
業
の
存
続
に
悩

み
を
抱
え
る
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
を
支
援

す
る
公
的
窓
口
で
あ
る
。
翌
日
、同
セ
ン
タ
ー
の
統

括
責
任
者
・
清
水
至よ

し
あ
き亮

氏
が
金
子
氏
を
訪
ね
て
き

た
。
そ
れ
ま
で
の
停
滞
が
嘘
の
よ
う
に
、事
業
承
継

に
向
け
た
動
き
が
一
気
に
加
速
す
る
。

　
相
談
を
受
け
た
清
水
氏
は
、ま
ず
M
&
A
に
よ

る
事
業
承
継
を
提
案
し
た
が
、
引
受
先
が
見
つ
か

ら
ず
断
念
。
良
い
手
立
て
を
探
す
な
か
、公
募
と
い

う
手
段
を
思
い
付
く
。

　
そ
の
年
の
5
月
、「
後
継
者
求
む
」と
い
う
ニ
ュ
ー

ス
リ
リ
ー
ス
を
発
信
す
る
や
、地
元
紙
な
ど
で
大
き

く
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
さ
ら
に
、間
口
を
広
げ
る
べ

く
、そ
の
頃
開
催
さ
れ
て
い
た
静
岡
市
主
催
の
女
性

起
業
家
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
、金
子
氏
が
作
っ
た
試

食
用
の
煮
豆
を
配
り
な
が
ら
、
後
継
者
の
公
募
を

ア
ピ
ー
ル
し
た
。
将
来
、料
理
関
係
の
仕
事
で
起
業

し
た
い
と
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
て
い
た
新
谷
琴
美

さ
ん
は
、煮
豆
を
口
に
し
た
瞬
間
、「
す
ご
く
、お
い

し
い
」と
感
激
し
、公
募
に
興
味
を
持
っ
た
。

　
新
谷
さ
ん
は
早
速
、
清
水
駅
近
く
の
商
店
街
に

あ
る
蒲
原
屋
を
訪
れ
た
。
そ
こ
に
は
東
京
や
名
古

屋
ま
で
行
か
な
け
れ
ば
手
に
入
ら
な
い
よ
う
な
質

の
高
い
乾
物
が
た
く
さ
ん
並
ん
で
い
た
。「
あ
ま
り

に
た
く
さ
ん
の
種
類
が
あ
り
、デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド

へ
行
っ
た
時
よ
り
テ
ン
シ
ョ
ン
が
上
が
り
ま
し
た
。

金
子
さ
ん
が
や
め
た
ら
、こ
の
お
店
が
な
く
な
っ
て

し
ま
う
。そ
れ
は
も
っ
た
い
な
い
と
思
っ
た
ん
で
す
」

と
、新
谷
さ
ん
は
当
時
の
心
境
を
話
す
。

　
事
業
引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、7
月
に
応
募

者
を
一
堂
に
集
め
て
事
業
承
継
に
向
け
た
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
た
。
10
組
の
参
加
者
の
中
に
、

新
谷
さ
ん
の
姿
も
あ
っ
た
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
先

立
ち
、金
子
氏
は
「
地
元
で
乾
物
を
売
る
と
い
う
背

骨
だ
け
は
守
っ
て
ほ
し
い
。
そ
れ
以
外
、屋
号
や
何

や
ら
は
変
え
て
も
ら
っ
て
構
わ
な
い
」と
事
業
承
継

の
条
件
を
挙
げ
た
。こ
れ
を
聞
い
た
新
谷
さ
ん
は「
普

通
は
屋
号
を
残
す
た
め
に
後
継
者
を
探
す
の
に
、

こ
の
人
は
自
分
の
こ
と
よ
り
乾
物
と
い
う
食
文
化

の
こ
と
と
、贔ひ

い
き屓

に
し
て
く
れ
た
お
客
様
の
た
め
に

店
を
残
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
」と
感
銘
を
受
け
た
。

Case 3

身
内
で
も
な
い
、従
業
員
で
も
な
い

第
三
者
の
後
継
者
を
公
募
で
採
用

蒲か
ん
ば
ら
や

原
屋（
静
岡
県
静
岡
市
）

後
継
者
不
在
に
悩
ん
で
い
た
乾
物
店「
蒲
原
屋
」の
店
主
は
、事
業
引
継
ぎ
支

援
セ
ン
タ
ー
の
支
援
を
受
け
て
後
継
者
を
公
募
、起
業
を
目
指
し
て
い
た
第

三
者
へ
の
事
業
承
継
を
実
現
し
た
。

蒲原屋2代目店主

金子 武 氏
3代目店主（現代表）

新谷 琴美 氏

清水駅徒歩4分の好
立地。開放的な店内
には目利きの店主が
厳選した 乾物 が 並
ぶ。3代目が始めた

「やさしい 乾物料理
教室」も大好評だ

Special Report

事
業
承
継
の
候
補
者
を
公
募
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事業承継〜育てた事業を未来につなぐ〜特集

室
」
を
定
期
的
に
開
催
す
る
な
ど
、乾
物
の
調
理
法

や
お
い
し
さ
を
知
っ
て
も
ら
う
取
り
組
み
を
始
め

た
。
ブ
ロ
グ
や
S
N
S
を
使
っ
た
情
報
発
信
に
力

を
入
れ
た
こ
と
が
功
を
奏
し
、
今
で
は
県
外
か
ら

参
加
す
る
方
も
い
る
人
気
の
教
室
と
な
っ
て
い
る
。

　
15
年
7
月
に
は
、店
の
隣
に
あ
っ
た
空
き
店
舗

を
改
装
し
て
カ
フ
ェ「
コ
マ
メ
」
を
オ
ー
プ
ン
し
た
。

「
提
供
す
る
甘
味
や
コ
ー
ヒ
ー
な
ど
の
メ
ニ
ュ
ー
は
、

す
べ
て
蒲
原
屋
で
扱
っ
て
い
る
乾
物
で
す
。
カ
フ
ェ

で
食
べ
て
気
に
入
っ
て
く
だ
さ
っ
た
方
が
乾
物
も

買
っ
て
く
だ
さ
る
相
乗
効
果
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

特
に
、わ
ら
び
餅
は
、お
土
産
に
買
っ
て
く
だ
さ
る

方
が
多
く
、今
で
は
蒲
原
屋
の
夏
の
ヒ
ッ
ト
商
品

に
な
っ
て
い
ま
す
」と
新
谷
さ
ん
。

　
ほ
か
に
も
、大
袋
で
販
売
し
て
い
た
商
品
を
小
袋

に
分
け
て
買
い
や
す
く
す
る
な
ど
、女
性
ら
し
い
感

性
を
生
か
し
た
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
進
め
た
こ

と
で
、年
配
の
常
連
客
に
加
え
、若
い
顧
客

が
増
え
、売
り
上
げ
は
右
肩
上
が
り
だ
。

　「
店
を
た
た
む
の
は
簡
単
だ
け
ど
、
商
売

を
続
け
れ
ば
、国
に
税
金
も
入
る
し
、地
域

の
た
め
に
も
な
り
、世
の
中
に
恩
返
し
が
で

き
ま
す
。
身
内
が
継
い
で
く
れ
な
く
て
も
、

第
三
者
に
継
い
で
も
ら
え
ば
い
い
ん
で
す
。た
だ
し
、

後
を
継
ぐ
人
は
、そ
れ
な
り
の
覚
悟
が
必
要
で
す
よ
。

温
ま
っ
た
座
布
団
の
上
で
甘
え
ら
れ
る
ほ
ど
商
売

は
楽
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
」
と
、後
継
者
不
在
に

悩
ん
だ
金
子
氏
は
話
す
。

　「
起
業
を
目
指
す
方
は
、ゼ
ロ
か
ら
の
ス
タ
ー
ト

以
外
に
も
、事
業
承
継
と
い
う
選
択
肢
が
あ
る
こ
と

を
知
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。
私
は
こ
の
体
験
を
通

し
て
、『
長
く
商
売
し
て
き
た
会
社
に
は
目
に
見
え

な
い
プ
ラ
ス
が
い
っ
ぱ
い
あ
る
』
こ
と
を
知
り
ま
し

た
。
特
に
取
引
先
か
ら
の
信
頼
は
大
き
い
で
す
。

信
頼
と
ブ
ラ
ン
ド
は
一
朝
一
夕
に
は
得
ら
れ
な
い

の
で
、こ
れ
は
事
業
承
継
な
ら
で
は
の
メ
リ
ッ
ト
だ

と
思
い
ま
す
」と
新
谷
さ
ん
。

　
事
業
引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー
の
清
水
氏
は
、「
既

存
の
事
業
を
そ
の
ま
ま
受
け
継
が
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
い
う
の
は
誤
解
で
す
。
既
存
の
ベ
ー
ス
の
上

で
、や
り
た
い
こ
と
を
実
現
で
き
ま
す
。
ま
た
、第

三
者
へ
の
事
業
承
継
は
、
中
立
的
な
立
場
の
仲
介

役
・
相
談
役
を
立
て
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
事

業
承
継
は
、お
金
の
問
題
も
絡
み
ま
す
し
、お
互
い

言
い
に
く
い
こ
と
も
あ
り
、本
人
同
士
だ
と
こ
じ
れ

て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
か
ら
で
す
。
事
業
引
継
ぎ

支
援
セ
ン
タ
ー
の
窓
口
は
全
国
47
都
道
府
県
に
あ

り
ま
す
か
ら
、ぜ
ひ
う
ま
く
活
用
し
て
ほ
し
い
で
す

ね
」。
後
継
者
不
在
が
深
刻
化
す
る
な
か
、公
的
機

関
の
専
門
家
に
よ
る
サ
ポ
ー
ト
は
、悩
め
る
経
営
者

に
と
っ
て
心
強
い
施
策
に
違
い
な
い
。

3
回
に
わ
た
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
経
て
、最
終
的

に
選
ば
れ
た
の
は
新
谷
さ
ん
だ
っ
た
。

　
12
年
10
月
1
日
、新
谷
さ
ん
が
お
店
に
加
わ
り
、

新
生
・
蒲
原
屋
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
最
初
の
2
年
間

は
金
子
氏
が
店
を
切
り
盛
り
し
、
新
谷
さ
ん
が
そ

の
下
に
つ
い
て
学
ぶ
。
そ
の
後
、店
主
を
交
代
し
、

3
年
間
は
金
子
氏
も
店
頭
に
立
っ
て
サ
ポ
ー
ト
す

る
と
い
う
二
人
三
脚
の
引
き
継
ぎ
ス
タ
イ
ル
で
店

舗
を
運
営
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
小
売
り
の
経
験
は
ほ
と
ん
ど
な
い
新
谷
さ
ん
だ

が
、消
費
者
の
目
線
、女
性
な
ら
で
は
の
視
点
を
生

か
し
、徐
々
に
蒲
原
屋
の
改
革
を
進
め
て
い
く
。「
乾

物
の
使
い
方
な
ど
を
知
ら
な
い
人
が
多
い
の
で
、店

内
の
調
理
場
を
ク
ッ
キ
ン
グ
ス
タ
ジ
オ
に
し
て
料

理
教
室
を
始
め
ま

し
た
」（
新
谷
さ
ん
）

　
新
谷
さ
ん
が「
や

さ
し
い
乾
物
料
理

教
室
」
を
、金
子
氏

も
「
黒
豆
煮
教
室
」

や
「
味
噌
造
り
教

静岡商工会議所
静岡県事業引継ぎ支援センター
統括責任者

清水 至
よ し あ き

亮 氏

改
革
で
売
り
上
げ
が
右
肩
上
が
り

事
業
承
継
な
ら
で
は
の
メ
リ
ッ
ト
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1
9
7
0
年
代
前
半
、
全
国
的
な
生
産
過
剰
の

影
響
で
み
か
ん
の
価
格
が
暴
落
し
、
多
く
の
農
家

は
“
豊
作
貧
乏
”
と
な
り
、苦
し
い
生
活
を
強
い
ら

れ
た
。こ
の
ま
ま
で
は
み
か
ん
農
家
に
未
来
は
な
い

と
考
え
た
和
歌
山
県
有
田
市
の
7
戸
の
農
家
は
、

79
年
に
早
和
共
撰
組
合
を
立
ち
上
げ
、生
き
残
り

を
賭
け
て
新
た
な
栽
培
方
法
を
研
究
し
、「
に
っ
ぽ

ん
の
お
い
し
い
み
か
ん
」作
り
に
取
り
組
ん
だ
。

 

7
戸
の
リ
ー

ダ
ー
格
だ
っ
た
秋

竹
新
吾
氏
（
現
早

和
果
樹
園
会
長
）

の
長
男
・
俊
伸
氏

（
現
早
和
果
樹
園

社
長
）
は
、
親
た

ち
が
働
く
姿
を
見
て
育
ち
、家
を
継
ぐ
の
は
当
た

り
前
だ
と
思
っ
て
い
た
。
高
校
卒
業
後
、親
元
を
離

れ
て
果
樹
研
究
所
で
働
い
た
後
、96
年
に
帰
郷
。
同

様
に
7
戸
の
農
家
の
息
子
で
、
同
年
代
の
松
本
将

輝
氏
、宮
井
秀
樹
氏
、大
浦
靖
生
氏
も
、同
時
期
に

地
元
に
戻
り
、そ
れ
ぞ
れ
の
農
園
で
働
き
始
め
た
。

　「
後
継
ぎ
問
題
に
悩
む
農
家
が
多
い
こ
の
時
代

に
、果
樹
園
の
4
人
の
息
子
た
ち
が
農
園
を
継
ぐ

決
心
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。
彼
ら
に
余
計
な
苦
労

を
さ
せ
な
い
た
め
に
も
経
営
基
盤
の
安
定
化
が
必

要
だ
と
考
え
、み
ん
な
で
資
金
と
農
地
を
出
し
合

い
2
0
0
0
年
に
法
人
化
し
た
の
で
す
」
と
初
代

社
長
に
就
い
た
新
吾
氏
は
、当
時
の
思
い
を
話
す
。

　
03
年
、突
然
の
悲
劇
が
秋
竹
家
の
農
園
を
襲
う
。

糖
度
12
度
以
上
の
最
高
品
質
の
み
か
ん
が
実
を
つ

け
、「
今
年
は
期
待
で
き
る
」
と
思
っ
た
矢
先
、過
熟

障
害
が
発
生
し
、大
半
の
み
か
ん
が
出
荷
で
き
な
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
。
途
方
に
暮
れ
た
秋
竹
親
子

は
、段
々
畑
に
座
り
込
み
、有
田
の
町
を
見
下
ろ
し

て
い
た
。
そ
の
時
、ふ
と
し
た
思
い
付
き
で「
ち
ょ
っ

と
搾
っ
て
み
た
ら
ど
う
な
ん
?
」と
発
し
た
新
吾
氏

の
一
言
が
、早
和
果
樹
園
の
未
来
を
変
え
る
と
は
、

こ
の
時
は
思
っ
て
も
み
な
か
っ
た
。

　
近
く
の
搾
汁
所
に
持
ち
込
ん
で
搾
っ
て
み
る
と
、

今
ま
で
に
な
い
お
い
し
い
ジ
ュ
ー
ス
が
で
き
た
。
新

吾
氏
は
、す
ぐ
に
「
味
一
し
ぼ
り
」
の
名
前
を
商
標

登
録
し
、ジ
ュ
ー
ス
の
生
産
に
乗
り
出
し
た
。通
常
、

み
か
ん
ジ
ュ
ー
ス
は
、糖
度
不
足
や
キ
ズ
な
ど
出
荷

で
き
な
い
規
格
外
の
加
工
用
み
か
ん
で
作
る
の
だ

が
、早
和
果
樹
園
は
、糖
度
12
度
以
上
の
み
か
ん
の

皮
を
む
い
て
果
肉
だ
け
を
搾
る
、
と
び
き
り
の

ジ
ュ
ー
ス
を
誕
生
さ
せ
た
の
だ
。
し
か
し
、早
和
果

樹
園
の
メ
ン
バ
ー
は
全
員
農
家
で
営
業
経
験
が
な

い
。ど
う
や
っ
て
販
売
し
た
ら
い
い
の
か
分
か
ら
ず
、

販
路
を
広
げ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

　「
た
ま
た
ま
日
本
公
庫
の
担
当
者
が
第
1
回
の

『
ア
グ
リ
フ
ー
ド
E
X
P
O
』
が
開
催
さ
れ
る
と
教

え
て
く
れ
た
の
で
、藁わ

ら

に
も
す
が
る
思
い
で
参
加
し

ま
し
た
。
す
る
と
、そ
こ
で
ジ
ュ
ー
ス
を
試
飲
し
た

Case 4

４
人
の
後
継
者
へ
の
個
人
面
談
で

選
ば
れ
た
二
代
目
が
事
業
を
承
継

株
式
会
社
早
和
果
樹
園（
和
歌
山
県
有
田
市
）

７
戸
の
農
家
が
立
ち
上
げ
た
有
田
み
か
ん
の
早
和
共
撰
組
合
は
、4
人

の
後
継
者
に
事
業
を
引
き
継
ぐ
た
め
に
法
人
化
し
て
6
次
産
業
化
を

推
進
。二
代
目
へ
の
事
業
承
継
は
個
人
面
談
で
決
め
た
。

株式会社 早和果樹園
代表取締役会長 秋竹 新吾 氏

製造担当 取締役常務
宮井 秀樹 氏

生産担当 取締役専務
松本 将輝 氏

営業担当 取締役常務
大浦 靖生 氏

Special Report

７
戸
の
農
家
と
４
人
の
後
継
者

６
次
産
業
化
で
事
業
が
成
長
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事業承継〜育てた事業を未来につなぐ〜特集

必
要
が
あ
る
と
考
え
た
。

　「
栽
培
、製
造
、販
売
、総
務
の
業
務
が
あ
る
の
で
、

4
人
に
そ
れ
ぞ
れ
の
部
門
を
任
せ
よ
う
と
考
え
ま

し
た
。
個
人
面
談
を
し
て
一
番
や
り
た
い
仕
事
、二

番
目
に
や
り
た
い
仕
事
、絶
対
や
り
た
く
な
い
仕
事

を
聞
い
て
、重
な
っ
た
ら
調
整
す
る
つ
も
り
で
し
た
。

と
こ
ろ
が
、面
談
し
て
み
る
と
4
人
全
員
の
や
り
た

い
仕
事
が
き
れ
い
に
分
か
れ
、す
ん
な
り
担
当
部
門

が
決
ま
り
ま
し
た
」と
、新
吾
氏
。

　「
私
は
、
会
社
が
何
を
ど
の
く
ら
い
仕
入
れ
て
、

利
益
が
い
く
ら
出
て
い
る
の
か
、内
情
を
全
部
知
り

た
い
と
い
う
思
い
か
ら
総
務
を
選
び
ま
し
た
が
、ほ

か
の
3
人
が
何
を
選
ぶ
か
は
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
」

と
俊
伸
氏
は
話
す
。

　
社
長
交
代
を
考
え
始
め
た
の
は
、新
吾
氏
が
70

歳
を
迎
え
る
頃
。
4
人
の
中
か
ら
誰
を
社
長
に
選

ぶ
の
か
、な
か
な
か
結
論
が
出
な
か
っ
た
。
経
営
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
か
ら
は
「
分
社
化
し
て
、そ
れ
ぞ
れ

社
長
に
し
た
ら
ど
う
か
」と
ア
ド
バ
イ
ス
さ
れ
た
が
、

加
工
・
販
売
ま
で
行
う
6
次
産
業
が
自
社
の
強
み

な
の
で
、分
社
化
は
会
社
の
価
値
を
損
ね
か
ね
な
い
。

そ
こ
で
再
び
、
個
人
面
談
で
4
人
に
「
社
長

を
や
り
た
い
か
。
や
り
た
く
な
い
な
ら
、自
分

以
外
の
誰
を
推
す
か
」と
聞
い
た
。俊
伸
氏
は
、

何
人
か
立
候
補
し
た
ら
分
社
化
も
や
む
を
え

な
い
と
考
え
て
い
た
が
、こ
の
時
も
全
員
の

意
見
が
一
致
し
た
。

　
俊
伸
氏
が
「
社
長
を
や
り
た
い
」
と
答
え
、

他
の
3
人
は
「
俊
伸
さ
ん
が
や
る
べ
き
」
と
答
え
た

の
だ
。「
い
ず
れ
そ
う
い
う
話
が
あ
る
と
思
っ
て
い

た
の
で
、心
の
準
備
は
し
て
い
ま
し
た
。
で
も
、他

の
誰
か
が
社
長
に
な
り
た
い
と
言
え
ば
退
く
つ
も

り
で
し
た
。
ま
さ
か
3
人
が
自
分
を
推
し
て
く
れ

る
と
は
思
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
」と
俊
伸
氏
。

　
面
談
か
ら
3
年
後
の
17
年
9
月
、株
主
総
会
で

新
吾
氏
が
代
表
取
締
役
会
長
と
な
り
、
俊
伸
氏
が

代
表
取
締
役
社
長
、松
本
氏
が
取
締
役
専
務
、宮
井

氏
と
大
浦
氏
が
取
締
役
常
務
に
就
任
、
経
営
は
二

代
目
に
継
承
さ
れ
た
。

　「
代
表
に
就
任
し
て
間
も
な
い
の
で
、ま
だ
明
確

な
ビ
ジ
ョ
ン
を
打
ち
出
せ
て
い
ま
せ
ん
が
、和
歌
山

県
知
事
か
ら
売
上
高
1
0
0
億
円
を
目
指
せ
と
言

わ
れ
て
い
る
の
で
、そ
れ
を
将
来
の
目
標
に
し
て
い

ま
す
。
今
、自
社
生
産
で
は
追
い
つ
か
な
い
の
で
、地

元
の
農
家
か
ら
加
工
用
み
か
ん
を
仕
入
れ
て
い
る

の
で
す
が
、弊
社
が
生
食
用
み
か
ん
と
同
等
以
上
の

価
格
で
仕
入
れ
る
こ
と
に
よ
り
、他
市
場
の
取
引
価

格
も
上
が
る
効
果
が
出
て
お
り
、
結
果
的
に
地
元

の
農
家
さ
ん
の
収
入
増
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
今

後
は
、こ
れ
ま
で
廃
棄
し
て
い
た
み
か
ん
の
皮
も
商

品
化
し
、さ
ら
な
る
収
益
増
を
も
た
ら
し
、今
ま
で

以
上
に
地
元
の
経
済
発
展
に
貢
献
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
」と
、俊
伸
社
長
は
今
後
の
展
望
を
話
す
。

　
早
和
果
樹
園
の
年
商
は
9
億
円
を
超
え
、毎
年

4
〜
5
名
の
新
卒
者
を
採
用
す
る
地
元
有
数
の
企

業
へ
と
成
長
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
4
人
の
二
代
目

が
最
前
線
に
立
ち
、
有
田
の
町
に
今
ま
で
以
上
に

輝
か
し
い
軌
跡
を
描
い
て
く
れ
る
に
違
い
な
い
。

大
手
百
貨
店
の
バ

イ
ヤ
ー
が
、
展
示

会
終
了
後
す
ぐ
に

取
り
引
き
し
た
い

と
言
っ
て
く
れ
た

の
で
す
。
和
歌
山

県
庁
の
方
が
連
れ

て
き
て
く
れ
た
有
名
ホ
テ
ル
の
料
理
長
も
、『
30
年

調
理
に
関
わ
っ
て
い
る
が
、
こ
ん
な
に
味
の
い
い

ジ
ュ
ー
ス
は
飲
ん
だ
こ
と
が
な
い
』
と
評
価
し
て
く

れ
ま
し
た
。
こ
の
言
葉
を
聞
き
、自
分
た
ち
の
や
っ

て
き
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
自
信
を
持
つ
こ
と

が
で
き
ま
し
た
」（
新
吾
氏
）

　
こ
れ
を
機
に
「
味
一
し
ぼ
り
」
は
、全
国
に
販
路

を
広
げ
、業
績
は
右
肩
上
が
り
と
な
っ
た
。
売
り
上

げ
が
1
億
円
を
超
え
た
頃
、新
吾
氏
は
、果
樹
園
の

4
人
の
息
子
た
ち
を
後
継
者
と
し
て
育
て
て
い
く

株式会社 早和果樹園
代表取締役社長 秋竹 俊伸 氏

上 ／「味一しぼり」の試飲会は行く
先々で大絶賛　左／みかんの味を
最大限に生かした加工品は現在34
アイテム。ネット通販でも圧倒的な人
気を誇る

従業員65人の約4割
が20代。ベテランと若
手が協力して6次産業
化に取り組む

全
員
一
致
で
二
代
目
社
長
が
決
定
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事業承継〜育てた事業を未来につなぐ〜特集

　経営者の高齢化が進み、多くの中小企業・小規模
事業者が事業承継のタイミングを迎えようとしています。
中小企業庁はこうした現状を踏まえ、支援のあり方に
ついてまとめた「事業承継5ヶ年計画」を平成29年7月
に策定しました。
　日本公庫では、従前から、M&Aをはじめとした事業
承継を支援する融資制度を設け、このような要請に応
えてきました。平成29年4月には、事業承継計画を実
行するための資金（事業承継前の準備資金）も対象と
するなど、事業承継に関する幅広い資金需要に対応す
るために、融資対象を拡充しています。

　融資対象が拡充されたことに加えて、民間金融機関
や事業引継ぎ支援センター等の関係機関との連携を
積極的に進めてきたことから、事業承継を支援する融
資制度「事業承継・集約・活性化支援資金」の融資
実績は、平成29年度上期については約224億円（1,237
件）と前年同期比で金額140%、件数165%と大きく増
加しており、中小企業・小規模事業者の事業承継に対
し、金融面での支援を的確に行っています。事業承継
支援における関係機関との連携事例の一つとしては、
民間金融機関との協調融資が挙げられます。例えば、
新潟県では、日本公庫と県内の3つの信用組合（協栄

事業承継における
日本公庫の取り組み

信用組合、三條信用組合、新潟大栄信用組合）が、平
成29年8月に、事業承継向けの協調融資商品「ツグ・
サポ協調ローン」を創設しました。

　日本公庫では、事業承継期の中小企業・小規模事
業者の経営者との対話を通じて事業承継を検討する
必要性を共有するとともに、事業承継を検討されてい
るお客様には、事業承継計画策定のサポートを行うな
ど、事業承継に関するお客様のニーズに応じた情報提
供を実施しています。また、事業承継に関する多様な
課題に適切に対応できるよう、事業引継ぎ支援セン
ター、税理士、商工会・商工会議所、民間金融機関等
の事業承継を支援する関係機関との連携態勢の整備
を進め、各機関への取り次ぎも実施しています。
　また、農業経営者への事業承継支援では、スーパー
L資金などの融資のほか、農業経営アドバイザー、アグ
リビジネス投資育成(株)、投資事業有限責任組合など
専門機関や専門家の紹介などを行っています。
　秋田支店農林水産事業で
は、平成22年に若手農業後継
者による交流団体「農Future!!」
を結成し、事務局として活動し
ています。これは、農業後継者
同士の交流を通じた地域農業の活性化と円滑な事業
承継を図るためのものであり、結成以降、計15回のセミ
ナーや視察研修を実施し、当初11名であった会員数
は、現在約140名となりました。平成29年1月には、事
業承継をテーマとした「あきたアグリブリッジフォーラム」

（主催：あきたアグリビジネス研究会/共催:農Future!!、
秋田銀行、日本公庫）を開催する等しています。
　今後も、日本公庫は、民間金融機関や事業引継ぎ
支援センター等の関係機関と一層の連携を図り、円滑
な事業承継に向けて、質・量両面からの支援を継続し
てまいります。

■ 事業承継・集約・活性化支援資金 融資実績

幅広い資金需要に対応した融資制度
／関係機関との連携

多様な課題に適切に対応するための
情報提供

（注）統合された新事業活動促進資金（事業承継関連）の実績を含む。
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大
メ
ガ
バ
ン
ク
の
店
舗
や
人

員
の
削
減
策
が
話
題
に
な
っ

て
い
る
。
あ
る
程
度
の
年
数

を
か
け
て
行
う
予
定
で
は
あ
る
が
、
3
行

合
わ
せ
て
3
万
人
超
の
削
減
規
模
に
な
る
。

例
え
ば
、み
ず
ほ
銀
行
の
場
合
、2
0
2
4

年
度
末
ま
で
に
店
舗
に
つ
い
て
は
5
0
0

拠
点
あ
る
内
、1
0
0
拠
点
の
削
減
、ま
た
、

人
員
は
26
年
度
末
ま
で
に
1
万
9
千
人
の

削
減
を
見
込
ん
で
い
る
。

　

マ
イ
ナ
ス
金
利
の
下
、
貸
出
の
収
益
環

境
が
悪
化
す
る
中
で
、
中
長
期
的
な
人
口

減
少
社
会
へ
の
適
応
と
い
う
点
で
は
、大
量

に
人
員
を
抱
え
て
全
国
に
店
舗
網
を
張
り

巡
ら
せ
る
従
来
型
の
モ
デ
ル
が
限
界
に
き

て
い
る
こ
と
は
確
か
だ
。
た
だ
、こ
う
し
た

事
業
改
革
が
注
目
を
集
め
る
根
本
に
は
、

I
C
T（
情
報
通
信
技
術
）
の
普
及
・
活

用
が
急
速
に
進
み
、A
I
（
人
工
知
能
）、

R
P
A（
機
械
業
務
自
動
化
）な
ど
の「
新

た
な
機
械
化
」
が
い
よ
い
よ
雇
用
を
代

替
す
る
時
が
来
た
の
で
は
と
い
う
不
安

が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

し
か
し
、こ
う
し
た「
新
た
な
機
械
化
」

が
労
働
を
代
替
し
て
し
ま
う
効
果
は
あ

ま
り
に
強
調
さ
れ
過
ぎ
て
い
る
。
な
ぜ

な
ら
、「
新
た
な
機
械
化
」
と
人
間
が
行

う
労
働
と
の
間
に
強
い
相
互
依
存
関
係

を
考
え
る
こ
と
は
可
能
で
あ
り
、そ
う
し

た
補
完
関
係
が
形
成
さ
れ
れ
ば
、
生
産

性
、ひ
い
て
は
、労
働
者
の
所
得
も
増
え
、

労
働
需
要
も
高
ま
る
と
い
う
効
果
も
出

て
く
る
か
ら
だ
。 

　

例
え
ば
、米
国
で
銀
行
A
T
M
が
普

及
し
て
い
く
過
程
で
、
大
き
く
減
る
と

み
ら
れ
た
銀
行
の
窓
口
係
の
数
は
、
30

年
間
で
む
し
ろ
増
加
し
た
と
い
う
研
究

が
あ
る
。
現
金
を
扱
う
よ
う
な
定
型
業

務
は
縮
小
し
た
が
、I
C
T
の
発
展
で

個
々
の
顧
客
と
密
接
な
関
係
を
作
る
こ

と
が
可
能
と
な
り
、追
加
的
な
サ
ー
ビ
ス

（
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
、ロ
ー
ン
、投
資
）

を
提
供
す
る
新
た
な
業
務
が
生
ま
れ
た

た
め
だ
。つ
ま
り
、I
C
T
、「
新
た
な
機

械
化
」
に
よ
り
こ
れ
ま
で
で
き
な
か
っ
た

個
別
の
顧
客
の
選
好
・
状
況
に
応
じ
て

き
め
細
か
く
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る

の
だ
。

　

筆
者
は
こ
れ
ま
で
に
日
本
公
庫
国
民

生
活
事
業
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
深
く

［
第
12
回
］

A
I
時
代
に
公
庫
が
目
指
す
べ
き
方
向
性

３

知
る
機
会
を
得
て
き
た
。
様
々
な
取
り
組

み
を
伺
い
、感
じ
る
こ
と
は
、個
々
の
職
員

は
通
常
の
銀
行
よ
り
も
多
く
の
事
業
者
を

担
当
し
つ
つ
も
、融
資
先
に
対
し
て
は
痒
い

と
こ
ろ
に
手
が
届
く
よ
う
な
き
め
細
か
な

配
慮
、
事
業
者
が
自
ら
気
づ
き
を
得
ら
れ

る
よ
う
な
サ
ポ
ー
ト
、同
じ
立
場
の
事
業
者

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、事
業
者
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
側
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
も
積
極
的
に

行
っ
て
い
る
こ
と
だ
。

　

こ
う
し
た
取
り
組
み
は
A
I
で
代
替
す

る
こ
と
は
難
し
い
。
む
し
ろ
、「
新
た
な
機

械
化
」
が
他
の
業
務
の
効
率
性
を
高
め
る

こ
と
で
、国
民
生
活
事
業
の
「
強
み
」
に
よ

り
リ
ソ
ー
ス
を
割
く
こ
と
が
可
能
に
な
る
。

引
き
続
き
こ
う
し
た「
強
み
」が
生
か
さ
れ

る
経
営
展
開
を
期
待
し
た
い
。

政策金融
あれこれ

鶴 光太郎
慶應義塾大学大学院商学研究科教授

1960年東京生まれ。84年東京大学理学部数
学科卒業。オックスフォード大学 D.Phil. （経済
学博士）。主な著書に、『人材覚醒経済』（日本
経済新聞出版社、2016年、第60回日経・経済
図書文化賞受賞）。
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北
海
道
の
ほ
ぼ
真
ん
中
に
位
置
し
、
人

口
34
万
人
の
旭
川
市
に
隣
接
す
る
上
川
郡

東
川
町
。
北
海
道
な
ら
で
は
の
一
直
線
に

伸
び
る
道
路
、森
林
地
帯
が
広
が
り
、日
本

最
大
の
自
然
公
園
・
大
雪
山
国
立
公
園
の

最
高
峰
、旭
岳（
2
2
9
1
m
）を
望
む
。

　

こ
の
旭
岳
の
雪
解
け
水
が
大
地
に
浸
み

込
み
、
地
下
水
と
な
っ
て
町
に
恵
み
を
与

え
る
。無
料
で
味
の
良
い
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
オ
ー

タ
ー
。
東
川
町
は
北
海
道
で
唯
一
、上
水
道

の
な
い
町
。
全
世
帯
が
大
雪
山
の
伏
流
水

を
利
用
し
て
生
活
し
て
い
る
、珍
し
い
町
で

も
あ
る
。

　

か
つ
て
は
上
水
道
設
置
を
要
望
す
る
声

も
あ
っ
た
と
い
う
。
だ
が
、最
近
の
町
民
ア

ン
ケ
ー
ト
で
は
、8
割
以
上
の
人
が
「
上
水

道
は
い
ら
な
い
」
と
回
答
し
た
。「
昔
は
上

水
道
が
な
い
こ
と
を
遅
れ
て
い
る
と
言
わ

れ
ま
し
た
が
、
現
在
は
新
鮮
な
生
水
を
飲

め
る
こ
と
が
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
の
位
置
づ

け
で
す
」
と
、松
岡
市
郎
東
川
町
長
は
胸
を

は
る
。

　

東
川
町
を
有
名
に
し
た
の
は
、「
写
真
の

町
」。
32
年
前
（
1
9
8
5
年
）
に
世
界
で

も
例
の
な
い
「
写
真
の
町
」
を
宣
言
し
、翌

年
3
月「
写
真
の
町
に
関
す
る
条
例
」を
制

定
し
た
。
第
1
条
「
写
真
を
媒
体
と
し
て
、

国
際
的
な
交
流
と
写
真
文
化
を
通
じ
、
世

界
に
開
か
れ
た
自
然
と
文
化
の
調
和
す
る

活
力
と
潤
い
に
満
ち
た
写
真
文
化
首
都
に

相
応
し
い
町
づ
く
り
」
―
―
。

　

条
例
に
謳う

た

う
「
国
際
的
な
交
流
」
と
「
写

真
文
化
」
を
推
進
す
る
た
め
毎
年
夏
、国
際

的
な
写
真
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル「
東
川
町
国
際

写
真
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
開
催
。
そ
の
中

で
北
海
道
ゆ
か
り
の
写
真
家
や
海
外
写
真

家
ら
を
表
彰
す
る「
写
真
の
町
東
川
賞
」を

設
け
て
い
る
。

　

写
真
の
町
宣
言
10
周
年
と
東
川
町
開
拓

百
周
年
に
あ
た
る
94
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た

の
が
、「
写
真
甲
子
園
（
全
国
高
等
学
校
写

真
選
手
権
大
会
）」
だ
。
今
や
写
真
部
に
所

属
す
る
高
校
生
た
ち
の
最
大
の
目
標
と

な
っ
た
感
が
強
い
。
5
月
に
実
施
さ
れ
る

初
戦
に
は
全
国
か
ら
5
0
0
校
を
大
き
く

上
回
る
数
の
高
校
が
応
募
す
る
。
本
戦
に

選
ば
れ
た
18
校
か
ら
監
督
1
人
、
選
手
3

人
を
東
川
町
の
費
用
負
担
で
招
く
。

　

選
手
た
ち
は
町
内
の
ロ
ッ
ジ
や
町
民
宅

に
泊
ま
り
、
東
川
町
を
中
心
と
し
た
1
市

4
町
地
域
を
被
写
体
に
腕
を
競
い
合
う
。

婦
人
団
体
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
食
事
を
賄

う
な
ど
町
ぐ
る
み
の
催
し
だ
。
町
民
と
高

校
生
た
ち
の
交
流
が
生
ま
れ
、
成
長
し
て

社
会
人
と
な
っ
て
か
ら
も
東
川
町
を
訪
れ

る
人
が
多
い
。
松
岡
町
長
は「
町
の
産
業
の

中
核
は
農
業
で
す
が
、
人
口
や
所
得
の
減

少
を
カ
バ
ー
し
て
い
く
た
め
に
は
交
流
人

シ
リ
ー
ズ

ま
ち
か
ら
、

む
ら
か
ら

「鉄道もない、国道もない、上水道もない」―。そんな“ないないづくし”を逆手に取るか
のように、人口増加や発展に結び付けている町がある。地方創生の原動力は、マイナスを
プラスに転換する行政の意識改革だ。

キーワードは国際交流と写真文化
人口増加と町の発展を実現

Vol. 10 北海道東川町

新
鮮
な
地
下
水
で
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー

目
指
せ
！ 

写
真
文
化
首
都

東川町
松岡 市郎 町長

人 口

世 帯 数

主要産業

：8,324人 （2017年11月30日現在）

：3,874世帯 （2017年11月30日現在）

：農業、木工業、観光業

北海道東川町データ
　北海道のほぼ中央に位置し、道内2位の人口
を擁する旭川市に隣接。日本最大の自然公園

「大雪山国立公園」の区域の一部にもなってい
る。北海道の峰といわれる大雪山連邦の最高
峰旭岳（2,291m）は、東川町域に所在。優れた
自然の景観を活かして独自の伝統を育てよう
と1985年に「写真の町」を宣言。
　また、豊かな水資源に恵まれ、全町民が大雪
山の伏流水（地下水）で生活している。ミネラ
ル豊富で環境省「平成の名水百選」にも選定さ
れており、遠方から水を汲みに来る人もいる。

町で暮らす人たちは、大雪山の自然が創りあげた
銘水を生活水として利用している
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東川町

旭川空港

口
を
増
や
す
こ
と
が
必
須
で
す
。
そ
の
た

め
に
は
、町
の
長
所
を
外
へ
発
信
し
て
い
く

こ
と
が
大
切
な
の
で
す
」
と
、写
真
の
町
の

意
義
を
強
調
す
る
。

　

2
0
1
5
年
か
ら
は
、
国
際
交
流
と
写

真
文
化
を
融
合
さ
せ
た
「
高
校
生
国
際
交

流
写
真
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
始
ま
っ
た
。

町
民
た
ち
が
写
真
を
通
じ
て
世
界
の
高
校

生
と
ふ
れ
あ
い
、友
情
を
深
め
て
い
く
の
が

狙
い
だ
。
選
手
は
、東
川
町
と
姉
妹
自
治
体

の
関
係
に
あ
る
カ
ナ
ダ
の
キ
ャ
ン
モ
ア
町
、

ラ
ト
ビ
ア
の
ル
ー
イ
エ
ナ
町
、文
化
交
流
協

定
を
結
ぶ
韓
国
・
寧
越
郡
な
ど
10
カ
国
・

地
域
か
ら
選
抜
さ
れ
た
高
校
生
た
ち
。
通

訳
は
日
本
語
学
校
の
留
学
生
な
ど
町
内
に

滞
在
す
る
外
国
人
が
担
当
す
る
。
選
手
た

ち
に
付
き
添
い
、
写
真
撮
影
時
だ
け

で
な
く
、
日
本
文
化
や
生
活
も
紹
介

し
て
い
る
。

　

17
年
11
月
。
高
校
生
写
真
部
の
取

り
組
み
を
題
材
に
し
た
映
画
『
写
真

甲
子
園 

0
・
5
秒
の
夏
』
が
全
国
で

封
切
ら
れ
た
。
監
督
は
札
幌
生
ま
れ

の
菅
原
浩
志
氏
。
新
進
気
鋭
の
若
手

俳
優
陣
に
加
え
、
写
真
家
の
立
木
義

浩
氏
や
俳
優
の
千
葉
真
一
氏
、
秋
野

暢
子
さ
ん
ら
が
出
演
、
主
題
歌
は
大
黒
摩

季
さ
ん
と
い
う
、錚そ

う
そ
う々

た
る
顔
ぶ
れ
だ
。
こ

れ
を
き
っ
か
け
に
雄
大
な
自
然
を
活
か
し

た
映
画
づ
く
り
の
誘
致
に
も
乗
り
出
し
た
。

ア
ジ
ア
で
開
か
れ
る
国
際
映
画
祭
の
支
援

も
、そ
の
取
り
組
み
の
一
環
だ
。

　

東
川
町
の
最
近
の
動
き
を
数

字
の
面
か
ら
見
て
み
よ
う
。
08

年
3
月
末
の
人
口
は
7
7
5
6

人
だ
っ
た
が
、17
年
3
月
末
に

は
8
1
6
6
人
と
5
・
6
％
増

加
。
観
光
客
数
は
83
万
人
か
ら

1
4
5
万
人
と
、実
に
73
％
も

増
え
た
。
こ
れ
に
歩
調
を
合
わ

せ
る
か
の
よ
う
に
、
飲
食
店
は

16
軒
か
ら
31
軒（
15
年
3
月
末
）

と
、ほ
ぼ
倍
増
し
た
。

　

増
加
の
要
因
の
一
つ
が
、日

本
で
唯
一
の
町
立
東
川
日
本
語
学
校
の
存

在
だ
。
廃
校
と
な
っ
た
小
学
校
校
舎
を
利

用
し
、
外
国
人
留
学
生
を
対
象
に
し
た
日

本
語
学
校
に
活
用
し
た
。
留
学
生
の
出
身

国
は
、タ
イ
、ベ
ト
ナ
ム
、中
国
、韓
国
な
ど

ア
ジ
ア
を
中
心
に
16
カ
国
に
上
る
。
留
学

生
は
、
茶
道
や
陶
芸
な
ど
の
日
本
文
化
を

学
ぶ
課
外
授
業
も
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

町
内
に
は
福
祉
学
校
と
養
護
学
校
が
あ

り
、
こ
こ
で
も
外
国
人
留
学
生
を
受
け
入

れ
て
い
る
。「
観
光
客
も
含
め
る
と
、
町
民

以
外
の
人
が
常
時
3
0
0
人
近
く
東
川
町

に
滞
在
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の

こ
と
は
、雇
用
機
会
や
消
費
増
加
に
つ
な
が

り
ま
す
。ま
さ
に
学
校
は
町
の
宝
で
す
」（
松

岡
町
長
）

　

国
際
交
流
と
写
真
文
化
を
標
榜
す
る
東

川
町
だ
が
、こ
れ
ま
で
の
道
の
り
は
必
ず
し

も
順
調
で
は
な
か
っ
た
。「
写
真
の
町
」
は

当
初
、民
間
会
社
が
主
導
し
て
始
ま
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、ス
タ
ー
ト
し
て
20
年
後
に
会
社

国
際
化
す
る「
写
真
甲
子
園
」

映
画
づ
く
り
の
誘
地
も

約
10
年
で
観
光
客
数
は
7
割
増

町
立
東
川
日
本
語
学
校
は
町
の
宝

上／全国から高校生が集まる「写真甲子園」　下左／日本で唯
一の町立日本語学校は雇用機会や消費促進につながる　 下右
／東川町の“株主”に発行される特別町民認定証

東川町 CFO・地域クラウド交流会オーガナイザー
定居 美徳 さん
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所
に
提
出
す
る
婚
姻
届
は
、
一
般
的
に
書

類
を
役
所
に
提
出
す
る
だ
け
で
、
新
婚
夫

婦
の
手
元
に
は
何
も
残
ら
な
い
。
そ
こ
で
、

東
川
町
が
考
え
た
の
が
、婚
姻
届
の
コ
ピ
ー

を
豪
華
な
台
紙
に
張
っ
た
「
新
・
婚
姻
届
」

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
こ
と
。
法
的
に
夫
婦

と
認
め
ら
れ
、
2
人
の
人
生
が
始
ま
る
大

切
な
書
類
を
手
元
に
残
し
て
お
き
た
い
と

い
う
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
も
の
だ
。
こ
の「
新
・

婚
姻
届
」
を
希
望
し
て
新
婚
旅
行
に
東
川

町
を
選
び
、婚
姻
届
を
提
出
す
る
カ
ッ
プ

ル
も
多
い
。
東
川
町
で
の
婚
姻
届
は
年
間

1
0
0
件
以
上
に
上
る
が
、そ
の
ほ
と
ん
ど

は
町
外
の
人
た
ち
だ
と
い
う
。

　
「
君
の
椅
子
」も
東
川
町
独
自
の
事
業
だ
。

新
生
児
に
椅
子
を
贈
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、

06
年
に
始
ま
っ
た
。
誕
生
し
た
子
ど
も
を

迎
え
る
喜
び
を
町
ぐ
る
み
で
共
有
す
る
の

が
狙
い
だ
。
東
川
町
は
「
旭
川
家
具
」
で
知

ら
れ
る
木
工
業
が
多
い
の
で
、産
業
振
興
に

も
つ
な
が
る
。
さ
ら
に
中
学
1
年
生
に
な

る
と
、
各
人
の
名
前
を
刻
ん
だ
椅
子
が
教

が
倒
産
。
ピ
ー
ク
時
に
は
1
万
7
5
4
人

（
1
9
5
0
年
）
だ
っ
た
町
の
人
口
も
、94

年
に
は
7
0
0
0
人
を
割
り
込
ん
だ
。
行

政
の
手
腕
が
問
わ
れ
る
事
態
と
な
り
、
町

の
職
員
自
ら
が
協
賛
企
業
や
海
外
と
の
つ

な
が
り
を
求
め
て
動
き
始
め
た
。

　

松
岡
町
長
は
「
予
算
が
な
い
、前
例
が
な

い
、他
の
市
町
村
が
や
っ
て
い
な
い
を
理
由

に
す
る
な
。
他
の
自
治
体
が
や
っ
て
い
な
い

と
こ
ろ
に
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
」
と
、職
員
た

ち
に
檄
を
飛
ば
し
た
。
マ
イ
ナ
ス
に
見
え

る
も
の
を
逆
手
に
取
っ
て
発
信
す
る
と
こ

ろ
に
道
が
開
け
る
と
い
う
わ
け
だ
。

　

東
川
町
独
自
の
ユ
ニ
ー
ク
な
試
み
は
数

多
い
。
そ
の
一
つ
が「
新
・
婚
姻
届
」だ
。
役

室
に
配
置
さ
れ
、卒
業
の
時
に
プ
レ
ゼ
ン
ト

さ
れ
る
。「
親
子
代
々
に
伝
わ
る
思
い
出
に

つ
な
が
っ
て
ほ
し
い
」（
松
岡
町
長
）と
の
願

い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

　

木
彫
看
板
も
、町
の
顔
。
制
作
費
の
8
割

を
町
が
補
助
し
、
商
店
の
看
板
に
統
一
感

を
持
た
せ
る
の
が
目
標
だ
。

　
「
ふ
る
さ
と
納
税
」
の
取
り
組
み
も
、東

川
町
の
場
合
は
一
味
違
う
。
寄
付
し
た
人

を
「
株
主
」、寄
付
金
を
「
投
資
」
と
呼
ぶ
株

主
制
度
で
あ
る
。
株
主
に
は
、特
産
品
が
プ

レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
る
と
と
も
に
、「
東
川
町
特

別
町
民
認
定
証
」
と
「
株
主
カ
ー
ド
」
が
発

行
さ
れ
る
。
町
を
訪
れ
て
株
主
カ
ー
ド
を

提
示
す
れ
ば
、
宿
泊
や
レ
ン
タ
カ
ー
料
金

が
割
引
に
な
る
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
や
特
典

を
受
け
ら
れ
る
。
株
主
は
＂
投
資
先
＂
の
事

業
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。
写
真
の
町
整

備
事
業
、オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
育
成
事
業
、

ひ
が
し
か
わ
ワ
イ
ン
事
業
な
ど
が
対
象
で
、

株
主
に
は
事
業
の
進
捗
状
況
が
報
告
さ
れ

シ
リ
ー
ズ

ま
ち
か
ら
、

む
ら
か
ら

る
。
一
度
で
も
株
主
に
な
っ
た
人
は
、永
久

株
主
の
扱
い
と
な
る
。
株
主
が
、そ
の
ま
ま

東
川
町
の
応
援
団
に
な
る
わ
け
だ
。
株
主

数
は
町
の
人
口
8
0
0
0
人
を
大
幅
に
上

回
る
規
模
に
達
し
て
い
る
。

　

人
口
の
増
加
に
は
、定
住
促
進
、移
住
者

誘
致
は
欠
か
せ
な
い
。
そ
の
た
め
の
支
援

制
度
が
東
川
町
に
は
多
い
。
こ
う
し
た
制

度
の
一
つ
を
活
用
し
て
住
宅
を
取
得
、
2

年
前
に
移
住
し
て
き
た
の
が
定
居
美
徳
さ

ん
だ
。
定
居
さ
ん
は
、東
京
で
商
社
勤
め
の

後
、外
資
系
企
業
の
C
F
O
（
財
務
最
高
責

任
者
）
を
務
め
て
い
た
が
、東
川
町
を
訪
れ

て
、豊
か
な
自
然
に
一
目
ぼ
れ
し
た
。
山
並

み
の
美
し
さ
、お
い
し
い
水
、町
民
の
温
か

い
歓
迎
。「
老
後
で
な
く
今
こ
そ
」
と
、思
い

切
っ
て
移
住
を
決
断
し
た
と
言
う
。

　

定
居
さ
ん
の
東
川
町
へ
の
思
い
は
続
く
。

札幌から移住した村上智章さんは、17年2月に「ビス
トロ ヴレ」をオープン。本格的なフレンチが味わえる

多
く
の
ユ
ニ
ー
ク
な
取
り
組
み

「
新
・
婚
姻
届
」「
君
の
椅
子
」

田
舎
過
ぎ
ず
、都
会
過
ぎ
な
い

支
援
制
度
の
充
実
で
移
住
者
増
加

東京から移住した桐原鉱太郎・まどか夫妻。16
年3月にオープンした喫茶店「liko 」は、カフェと
雑貨の店
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こ
と
に
、都
会
の
恐
ろ
し
さ
の
一
面
を
痛
感
。

日
本
全
国
は
も
ち
ろ
ん
、ハ
ワ
イ
や
フ
ィ
リ

ピ
ン
な
ど
海
外
に
も
移
住
先
の
適
地
を
求

め
て
出
か
け
た
。
そ
し
て「
空
気
が
違
う
と

感
じ
た
」東
川
町
に
行
き
着
い
た
と
い
う
。

　

保
育
園
と
幼
稚
園
が
一
体
と
な
っ
た
教

育
シ
ス
テ
ム
や
、旭
川
市
に
近
く
「
田
舎
過

ぎ
ず
、
都
会
過
ぎ
な
い
と
こ
ろ
も
気
に
入

り
ま
し
た
」（
ま
ど
か
さ
ん
）。
オ
ー
ガ
ニ
ッ

ク
コ
ー
ヒ
ー
や
野
菜
な
ど
を
売
り
物
に
し

た
喫
茶
店
「
l
i
k
o
」
を
16
年
3
月
に

オ
ー
プ
ン
し
た
。

　

豊
か
な
自
然
を
求
め
て
17
年
1
月
に
札

幌
か
ら
移
住
し
た
の
が
、「
ビ
ス
ト
ロ 

ヴ
レ
」

の
オ
ー
ナ
ー
シ
ェ
フ
、村
上
智
章
さ
ん
だ
。

広
島
生
ま
れ
の
村
上
さ
ん
は
神
戸
の
飲
食

店
で
働
い
た
後
、奥
さ
ん
の
故
郷
で
あ
る
札

幌
で
9
年
間
、店
舗
を
借
り
て
レ
ス
ト
ラ
ン

を
開
い
て
い
た
。
50
歳
を
前
に
自
分
の
家

を
持
ち
た
い
と
候
補
地
を
探
し
続
け
た
。

「
料
理
を
左
右
す
る
良
質
の
水
も
魅
力
で

し
た
が
、
町
全
体
が
外
部
の
人
間
を
受
け

入
れ
る
こ
と
に
ウ
エ
ル
カ
ム
な
雰
囲
気
が

決
め
手
に
な
り
ま
し
た
」と
、村
上
さ
ん
。

「
旭
川
空
港
に
近
く
、東
京
に
は
2
時
間
で

行
け
る
し
、移
住
や
子
育
て
な
ど
の
サ
ポ
ー

ト
が
充
実
し
て
い
ま
す
。
国
際
的
な
視
点

も
あ
り
、何
と
言
っ
て
も
ロ
ー
カ
ル
な
面
と

組
み
合
わ
さ
っ
た
と
こ
ろ
が
魅
力
的
で
す
」

と
、早
く
も
東
川
町
に
な
じ
ん
だ
定
居
さ
ん
。

町
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
的
な
立
場
か
ら
、起
業

家
の
応
援
を
通
じ
て
地
域
活
性
化
を
目
指

す「
東
川
地
域
ク
ラ
ウ
ド
交
流
会
」開
催
に

携
わ
っ
て
い
る
。
東
川
町
や
商
工
会
な
ど

が
実
施
主
体
で
、
17
年
11
月
25
日
に
1
回

目
の
ク
ラ
ウ
ド
勉
強
会
と
交
流
会
を
開
い

た
。
人
口
1
万
人
未
満
の
自
治
体
で
の
開

催
は
初
め
て
の
ケ
ー
ス
だ
と
い
う
。

　

桐
原
絋
太
郎
・
ま
ど
か
夫
妻
は
、全
国
を

歩
き
回
っ
て
東
川
町
に
到
達
し
た
。
11
年

3
月
11
日
の
東
日
本
大
震
災
が
き
っ
か
け

だ
っ
た
。
東
京
に
住
み
臨
月
を
迎
え
て
い

た
ま
ど
か
さ
ん
は
、震
災
で
交
通
が
マ
ヒ
し
、

小
売
店
か
ら
食
料
品
が
消
え
て
し
ま
っ
た

　

早
速
、北
央
信
用
組
合
に
相
談
。
日
本
公

庫
と
の
協
調
融
資
が
実
現
し
、
17
年
2
月

20
日
に
住
居
兼
用
の
レ
ス
ト
ラ
ン
を
新
築
、

開
店
に
こ
ぎ
つ
け
た
。「
写
真
の
町
だ
け
に

文
化
レ
ベ
ル
は
高
い
。
農
家
と
直
接
、食
材

の
や
り
取
り
を
し
な
が
ら
、わ
ざ
わ
ざ
食
べ

に
来
て
く
れ
る
お
客
様
の
輪
を
広
げ
て
い

き
た
い
」と
、村
上
さ
ん
は
抱
負
を
語
る
。

　

U
タ
ー
ン
組
と
言
え
る
の
が
、平
田
と

う
ふ
店
の
平
田
正
宏
さ
ん
。
平
田
と
う
ふ

店
は
1
9
4
4
年
創
業
の
老
舗
。
33
㎡
ほ

ど
の
小
さ
な
店
だ
っ
た
。
平
田
さ
ん
が
中

学
1
年
生
の
時
に
父
親
が
他
界
し
、
母
親

が
一
人
で
店
を
切
り
盛
り
し
て
き
た
。

　

平
田
さ
ん
は
、学
校
を
卒
業
す
る
と
、当

時
の
国
鉄
旭
川
機
関
区
（
現
Ｊ
Ｒ
北
海
道
）

の
運
転
士
に
な
っ
た
。
国
鉄
民
営
化
を
機

に
ス
ポ
ー
ツ
店
に
転
職
し
、札
幌
、帯
広
な

ど
で
勤
務
し
た
が
、40
歳
を
目
前
に
一
念
発

起
。
東
川
町
に
戻
っ
て
豆
腐
店
の
跡
を
継

ぐ
決
心
を
し
た
。

　

平
田
さ
ん
は
現
在
、
旭
川
市
内
の
ス
ー

パ
ー
や
食
料
品
店
で
の
販
売
は
も
ち
ろ
ん
、

近
隣
市
町
村
に
営
業
車
を
走
ら
せ
、
個
人

宅
に
直
接
販
売
し
て
い
る
。
か
つ
て
は
日
本

の
ど
こ
で
も
見
ら
れ
た
豆
腐
の
移
動
販
売

だ
。
営
業
車
を
待
ち
わ
び
る
固
定
客
も
増

え
た
。
豆
腐
を
求
め
る
た
め
に
札
幌
か
ら

足
を
運
ん
で
く
れ
る
お
客
も
い
る
と
い
う
。

　

豆
腐
作
り
は
大
量
の
水
を
使
い
、
水
質

は
味
に
影
響
す
る
。「
東
川
町
の
良
い
と
こ

ろ
は
、
水
が
良
質
で
原
料
の
大
豆
を
仕
入

れ
し
や
す
い
点
で
す
」
と
、平
田
さ
ん
。
か

つ
て
の
小
さ
な
店
は
今
や
、
7
倍
以
上
の

広
さ
に
ま
で
広
が
っ
た
。
今
後
は
営
業
車

を
増
や
す
と
と
も
に
、
飲
食
店
や
海
外
展

開
な
ど
新
規
事
業
へ
の
進
出
も
視
野
に
入

れ
て
い
る
。

　

東
川
町
は
、
北
海
道
で
2
番
目
に
大
き

な
旭
川
市
の
中
心
部
か
ら
約
15
㎞
、
旭
川

空
港
か
ら
は
約
5
㎞
の
距
離
だ
。
動
物
の

自
然
な
動
き
が
見
ら
れ
る
こ
と
で
人
気
の

旭
山
動
物
園
、国
立
公
園
で
の
キ
ャ
ン
プ
場

や
ス
キ
ー
場
な
ど
観
光
資
源
に
も
恵
ま
れ

て
い
る
。

　

し
か
し
、
冬
の
寒
さ
と
降
雪
量
は
住
民

に
厳
し
い
生
活
を
強
い
る
。
こ
の
厳
し
さ

に
打
ち
勝
ち
、
豊
か
な
資
源
と
立
地
を
生

か
し
て
い
く
に
は
、ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
。

「
都
会
に
な
い
も
の
を
探
し
出
し
て
、自
慢

で
き
る
も
の
を
創
り
出
し
て
い
く
こ
と
で

す
。
幸
い
東
川
町
に
は
余
白
が
多
い
。こ
の

余
白
に
絵
を
描
く
人
材
を
育
て
て
い
く
こ

と
が
大
切
な
の
で
す
」（
松
岡
町
長
）

　

意
識
改
革
と
ア
イ
デ
ア
で
、マ
イ
ナ
ス
面

を
プ
ラ
ス
面
に
切
り
替
え
て
い
く
―
―「
鉄

道
も
な
い
、国
道
も
な
い
、上
水
道
も
な
い
」

東
川
町
が
示
し
て
い
る
教
訓
だ
。

（
文
／
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト　

杉
本
哲
也
）

Uターン組の平田正宏さん。おいし
い水を使い、“一丁懸命”を社訓に手
づくりする豆腐は、東川町伝統の味

都
会
に
な
い
も
の
を
探
し
出
し

自
慢
で
き
る
も
の
を
創
り
出
す

21 2018.1



司
会　

ま
ず
会
社
を
そ
れ
ぞ
れ
紹
介
し
て
い
た
だ
き

ま
し
ょ
う
。
北
海
道
帯
広
市
の
十
勝
バ
ス
の
野
村
文

吾
代
表
取
締
役
社
長
か
ら
お
願
い
し
ま
す
。

野
村　
当
社
は
大
正
15
年
（
1
9
2
6
年
）に
曾
祖
父

が
創
業
し
ま
し
て
、祖
父
、父
を
経
て
、私
は
4
代
目

の
社
長
に
な
り
ま
す
。
主
た
る
事
業
は
街
の
中
を
走

る
路
線
バ
ス
で
、1
0
9
両
を
運
行
し
て
い
ま
す
。

　

路
線
バ
ス
は
長
い
間
、ピ
ン
チ
が
続
き
ま
し
た
が
、

近
年
、よ
う
や
く
克
服
し
て
、お
客
さ
ま
か
ら
良
い
評

価
を
少
し
ず
つ
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

他
に
貸
切
バ
ス
が
23
両
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
最
近
で
は
、旅
行
客
の
グ
ル
ー
プ
を
乗
せ
る

ジ
ャ
ン
ボ
タ
ク
シ
ー
や
、介
護
事
業
、学
童
保
育
と
教

育
を
組
み
合
わ
せ
た
事
業
も
始
め
て
い
ま
す
。
家
庭

の
お
困
り
ご
と
を
解
決
す
る
便
利
事
業
に
も
乗
り
出

し
て
お
り
、今
後
、当
社
は
バ
ス
を
中
心
に
総
合
生
活

支
援
会
社
と
し
て
、
9
年
後
に
1
0
0
年
企
業
の
仲

間
入
り
を
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

司
会　
次
は
辰
巳
工
業
（
大
阪
府
茨
木
市
）
の
辰
巳
施

智
子
代
表
取
締
役
会
長
で
す
。

辰
巳　
1
9
5
7
年
に
夫
の
父
親
が
創
業
し
、夫
、私

に
続
き
、今
は
娘
婿
が
4
代
目
社
長
で
す
。

　

当
初
、銅
合
金
の
鋳
造
業
を
営
ん
で
い
ま
し
た
。
主

に
銅
合
金
で
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
の
軸
受
け
を
造
っ
て

い
ま
し
た
が
、ス
テ
ン
レ
ス
の
特
殊
鋼
鋳
物
に
徐
々
に

転
換
し
、今
は
よ
り
特
殊
な
ニ
ッ
ケ
ル
基
合
金
の
鋳
物

も
造
っ
て
い
ま
す
。
溶
融
炉
の
心
臓
部
の
ガ
ス
を
吹
き

込
む
ノ
ズ
ル
も
開
発
し
ま
し
た
。

　

従
業
員
約
50
人
、
年
間
売
上
高
約
8
億
円
の
中
小

2
0
0
0
年
に
債
務
超
過
の
危
機

左から、㈱さかうえ代表取締役・坂上隆氏、辰巳工業㈱代表取締役
会長・辰巳施智子氏、十勝バス㈱代表取締役社長・野村文吾氏

談論風発
d i s c u s s i o n

「
苦
境
を
乗
り
越
え
た
そ
の
先
に
」

市
場
の
縮
小
、事
業
の
挫
折
、負
債
過
多
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な

苦
境
に
企
業
は
遭
遇
す
る
。
乗
り
越
え
る
に
は
、へ
こ
た
れ
な

い
精
神
力
と
事
業
へ
の
執
念
が
欠
か
せ
な
い
。
型
破
り
の
経

営
で
切
り
抜
け
て
き
た
路
線
バ
ス
事
業
、
製
造
業
、
農
業
の

経
営
者
3
氏
が
語
り
合
う
。
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企
業
で
す
が
、ニ
ッ
チ
の
製
品
に
特
化
し
て
い
ま
す
。

先
代
社
長
の
夫
が
研
究
開
発
に
一
生
懸
命
取
り
組
み
、

技
術
の
基
盤
を
築
い
て
く
れ
た
お
か
げ
で
す
。
と
こ
ろ

が
、熱
心
な
あ
ま
り
採
算
を
度
外
視
し
た
た
め
、業
績

が
悪
化
し
2
0
0
0
年
に
債
務
超
過
に
陥
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
前
か
ら
会
社

を
手
伝
っ
て
い
た
私
が

夫
か
ら
社
長
を
引
き

継
ぎ
今
日
に
至
っ
て

お
り
ま
す
。

司
会　
最
後
に
、さ
か

う
え
代
表
取
締
役
の

坂
上
隆
さ
ん
で
す
。
鹿

児
島
県
志
布
志
市
で
大
規
模
農
業
を
経
営
さ
れ
て
い

ま
す
。

坂
上　

特
定
の
販
売
先
に
向
け
て
野
菜
を
契
約
栽
培

し
て
い
ま
す
。
作
付
面
積
は
1
8
0
ha
く
ら
い
で
、作

物
の
組
み
合
わ
せ
で
年
ご
と
に
変
わ
り
ま
す
。

　

私
は
今
49
歳
で
、92
年
に
実
家
に
戻
っ
た
の
が
始

ま
り
で
す
。
当
時
、父
は
ゴ
ル
フ
場
向
け
に
芝
を
作
っ

て
い
ま
し
た
。
ゴ
ル
フ
場
建
設
が
盛
ん
だ
っ
た
絶
頂
期

に
は
、芝
が
高
値
で
売
れ
ま
し
た
。

　

私
が
帰
っ
て
3
年
後
に
、家
族
で
有
限
会
社
坂
上

芝
園
を
つ
く
り
法
人
化
し
ま
し
た
。
父
と
意
見
が
ぶ

つ
か
り
、私
は
別
の
事
業
を
し
た
方
が
い
い
と
、野
菜

を
作
り
始
め
た
ん
で
す
。
し
か
し
最
初
、大
き
な
損
を

被
り
、契
約
栽
培
に
転
じ
た
の
で
す
。

　

芝
作
り
は
バ
ブ
ル
の
崩
壊
で
需
要
が
急
減
し
て
や

め
ま
し
た
。
社
名
を
有
限
会
社
さ
か
う
え
に
改
め
て
、

さ
ら
に
株
式
会
社
に
な
り
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

司
会　
皆
さ
ん
が
経
験
し
た
苦
境
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
ね
。

野
村　

基
幹
事
業
の
路
線
バ
ス
は
乗
客
の
減
少
に
よ

り
、事
業
を
維
持
す
る
た
め
に
20
年
以
上
に
わ
た
っ
て

大
変
厳
し
い
合
理
化
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
人
件
費

は
実
に
60
％
カ
ッ
ト
し
ま
し
た
。

　

社
員
の
ほ
と
ん
ど
は
精
神
的
に
も
肉
体
的
に
も
疲

弊
し
て
、雑
な
運
転
や
ぞ
ん
ざ
い
な
接
客
で
、恥
ず
か

し
い
こ
と
に
十
勝
地
域
で
お
客
さ
ま
か
ら
と
て
も
厳

し
い
ご
指
摘
を
受
け
る
よ
う
な
会
社
で
し
た
。

　

朝
か
ら
晩
ま
で
電
話
が
鳴
り
、ほ
と
ん
ど
全
て
苦

情
で
す
。管
理
職
は
苦
情
の
応
対
に
追
わ
れ
、夜
に
な
っ

て
よ
う
や
く
自
分
の
仕
事
が
で
き
る
よ
う
な
状
態
で
、

夜
遅
く
ま
で
残
業
が
絶
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

辰
巳　

当
社
も
職
場
が
荒
れ
て
大
変
で
し
た
。
鋳
造

業
は
男
性
の
職
場
で
、話
を
ま
と
も
に
聞
い
て
く
れ
ず
、

反
抗
的
に
出
て
き
ま
す
。
そ
ん
な
の
を
怖
が
っ
て
い
ら

れ
な
い
の
で
、相
手
が
1
歩
出
て
き
た
ら
、私
は
2
歩

出
る
と
い
う
感
じ
で
対
応
し
ま
し
た
。

　

私
は
社
長
を
引
き
受
け
た
か
ら
に
は
3
6
5
日
、

1
日
も
休
ま
ず
に
会
社
に
行
っ
て
、夜
も
毛
布
を
持

ち
込
ん
で
泊
ま
り
込
み
の
日
も
あ
り
ま
し
た
。

司
会　
材
料
を
横
流
し
す
る
社
員
も
い
た
と
か
。

辰
巳　
会
社
が
す
さ
ん
で
、自
分
の
生
活
費
は
自
分
で

稼
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
た
の
で
し
ょ
う
。
横

流
し
は
会
社
の
体
質
に
原
因
が
あ
る
と
考
え
、私
は
、

社
員
が
こ
の
会
社
に
い
て
よ
か
っ
た
と
幸
せ
を
感
じ

る
会
社
に
し
よ
う
と
20
年
近
く
努
め
て
き
ま
し
た
。

坂
上　
野
菜
作
り
を
始
め
る
前
に
市
場
調
査
を
し
て
、

過
去
10
年
を
調
べ
た
ら
、
大
根
の
価
格
が
上
が
り
続

け
る
と
自
分
な
り
に
予
測
で
き
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、大
根
を
作
っ
た
ら
、予
測
は
大
外
れ
で

価
格
は
暴
落
で
す
。家
か
社
屋
を
建
て
よ
う
か
と
思
っ

て
い
た
蓄
え
が
、1
年
で
全
て
吹
っ
飛
ぶ
ほ
ど
の
大
損

失
で
す
。＂
瀕
死
の
重
傷
＂を
負
い
ま
し
た
。

　

こ
の
反
省
か
ら
損
を
し
な
い
経
営
を
目
指
し
て
、契

約
栽
培
に
踏
み
切
り
、1
0
0
％
注
文
を
受
け
て
作

る
方
針
に
変
え
た
の
で
す
。
あ
の
頃
は
そ
う
い
う
考

え
方
は
農
家
に
あ
ま
り
無
か
っ
た
で
す
ね
。
た
だ
し

野
菜
の
収
穫
は
天
候
に
左
右
さ
れ
る
の
で
、契
約
で
出

荷
量
を
固
定
す
る
と
、天
候
リ
ス
ク
は
全
て
わ
れ
わ
れ

が
負
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

司
会　
い
ず
れ
も
苦
労
が
目
に
見
え
て
い
た
と
思
い
ま

す
。
野
村
さ
ん
は
よ
く
社
長
に
な
り
ま
し
た
ね
。

代表取締役社長　野村文吾 氏
帯広市出身。国土計画（現西武ホールディ
ングス）を経て、1998年に家業の十勝バス
入社。会社は当時、多額の負債を抱え危
機的状況にあったが、停留所近隣の家に足
を運び、バスを利用しない理由を聞き取る

「戸別訪問」に着手。施設や観光地を回る
日帰り路線バスパック商品の開発など工夫
を重ねて顧客満足度向上を図り、地方路線
バス会社としては全国で初めて利用客増加
と増収増益を実現した。

十勝バス 株式会社

十勝バス株式会社
代表取締役社長 野村 文吾 氏

大
根
の
価
格
暴
落
で＂
瀕
死
の
重
傷
＂

北海道帯広市に本社。資本金5000万円。1926
年創業。一般乗合旅客自動車運送事業、一般貸
切旅客自動車運送事業、一般乗用旅客自動車運
送事業、介護事業。社員数255人。

顧客の声を聞いてアイデアを一つひとつ実現
小さな挑戦と成功を積み重ねながら事業を拡大
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な
ら
ば
、ち
ょ
っ
と
頑
張
っ
て
み
よ

う
か
な
と
軽
い
ノ
リ
で
、夫
に
代
わ
っ

て
社
長
に
な
っ
た
の
で
す
。
本
当
に
軽

い
気
持
ち
で
す
。
重
く
考
え
た
ら
、で

き
ま
せ
ん
よ
。
何
と
か
な
る
わ
よ
と
い

う
感
じ
で
す
。
で
も
、「
何
と
か
し
な
く

て
は
」
の
一
心
で
眠
れ
ぬ
日
々
で
突
発

性
難
聴
に
も
な
り
ま
し
た
。

　

最
初
に
借
金
は
絶
対
に
全
額
返
す

と
決
心
し
ま
し
た
。
税
金
も
滞
納
し
て

い
ま
し
て
、税
務
署
に
行
っ
た
ら
「
こ
こ
に
来
た
人
で

立
ち
直
っ
た
人
は
い
な
い
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
売
掛

金
を
差
し
押
さ
え
る
の
だ
け
は
や
め
て
も
ら
っ
て
、4

年
く
ら
い
か
か
り
ま
し
た
が
、約
束
通
り
滞
納
し
た
税

金
を
全
部
納
め
ま
し
た
。最
後
に
納
め
に
行
く
と
、「
あ

な
た
は
一
度
も
遅
刻
せ
ず
、約
束
を
た
が
え
な
か
っ
た
」

と
褒
め
て
く
れ
ま
し
た
。
夢
で
あ
る
優
良
申
告
法
人

も
間
近
か
な
と
思
っ
て
い
る
今
日
こ
の
ご
ろ
で
す
。

司
会　

坂
上
さ
ん
は
、
や
は
り
実
家
の
農
業
を
継
が

な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
の
で
す
か
。

坂
上　
継
ぐ
と
い
う
意
識
は
な
か
っ
た
で
す
ね
。
私
は

20
歳
く
ら
い
の
時
に
、生
き
方
に
つ
い
て
開
眼
し
て
、

農
業
は
自
分
で
選
ん
だ
の
で
す
。

野
村　

私
は
旧
国
土
計
画
の
企
画
宣
伝
部

で
10
年
、楽
し
く
仕
事
を
し
て
、勤
め
続
け

た
い
と
思
っ
て
い
た
の
で
す
。
そ
ん
な
私
の

所
に
、3
代
目
社
長
の
父
が
会
社
を
清
算
す

る
決
断
を
し
て
や
っ
て
き
た
の
が
き
っ
か
け

で
し
た
。大
株
主
の
祖
父
が
亡
く
な
っ
た
時
、

私
は
会
社
の
株
を
相
続
し
て
い
ま
し
た
。
父

は
当
時
会
社
清
算
を
視
野
に
入
れ
て
、自
分

の
兄
弟
に
株
を
分
散
せ
ず
私
に
相
続
さ
せ
た
の
だ
と

思
い
ま
す
。

　

会
社
を
た
た
む
た
め
同
意
を
求
め
る
父
に
、私
が
代

わ
っ
て
経
営
す
る
と
言
っ
た
ら
、頭
か
ら「
ふ
ざ
け
る
な
。

お
前
に
経
営
で
き
る
わ
け
が
な
い
。
バ
ス
事
業
は
そ
ん

な
簡
単
な
も
の
で
は
な
い
」と
一
喝
さ
れ
ま
し
た
。

　

父
の
話
を
聞
い
た
頃
、移
動
手
段
を
持
た
な
い
方
々

は
ど
う
な
る
の
か
と
い
う
夢
を
見
ま
し
た
。
お
客
さ
ま

が
運
賃
箱
に
入
れ
て
く
だ
さ
っ
た
10
円
、50
円
、1
0
0

円
に
よ
っ
て
、私
は
学
生
時
代
ま
で
好
き
な
こ
と
に
熱

中
で
き
た
。
そ
の
十
勝
の
市
民
の
方
々
を
思
っ
た
ら
、

バ
ス
を
無
く
す
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

　

い
く
ら
努
力
し
て
も
つ
ぶ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
で

も
、や
る
だ
け
や
っ
て
前
向
き
に
倒
れ
る
の
な
ら
ば
、

自
分
自
身
だ
け
で
な
く
、世
の
中
の
方
も
納
得
し
て
い

た
だ
け
る
だ
ろ
う
と
思
っ
た
の
で
す
。

辰
巳　

私
は
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
で
楽
天
的
な
性
格
で
す
。

社
員
の
生
活
を
守
ろ
う
と
思
っ
た
の
が
動
機
で
し
た
。

も
し
も
み
ん
な
が
倒
産
会
社
の
社
員
に
な
っ
た
ら
、他

に
紹
介
し
よ
う
と
思
っ
て
も
、引
き
受
け
て
く
れ
る
会

社
が
無
い
ん
で
す
よ
。

　

剣
道
を
ず
っ
と
や
っ
て
き
て
、大
学
時
代
に
「
気
」

と
い
う
も
の
を
知
り
ま
し
た
。
70
代
の
剣
道
の
師
匠

に
い
く
ら
打
ち
込
ん
で
も
、か
わ
さ
れ
て
当
た
ら
な
い
。

師
匠
は
、気
を
読
ん
で
私
の
動
き
を
お
見
通
し
だ
っ
た

の
で
す
。
そ
れ
を
極
め
た
い
と
宮
本
武
蔵
の
本
な
ど

を
読
み
だ
し
て
、宗
教
や
哲
学
に
入
っ
て
い
き
ま
し
た
。

大
学
卒
業
は
バ
ブ
ル
の
最
後
の
年
で
し
た
。
部
員
が

5
0
0
人
い
る
剣
道
部
の
主
将
で
、
大
学
を
総
代
で

卒
業
し
ま
し
た
が
、就
職
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

図
書
館
の
近
く
に
部
屋
を
借
り
て
9
時
か
ら
午
後

6
時
ま
で
図
書
館
に
通
い
、夜
ア
ル
バ
イ
ト
の
生
活
を

1
年
半
く
ら
い
や
っ
て
、自
分
の
生
き
方
が
固
ま
っ
た

ん
で
す
。
明
鏡
止
水
の
心
で
、花
が
咲
け
ば
美
し
さ
を

「苦境を乗り越えたその先に」
談論風発
d i s c u s s i o n

辰巳工業株式会社
代表取締役会長 辰巳 施智子 氏

代表取締役会長　辰巳施智子氏
大手航空会社のキャビンアテンダント、専業
主婦を経て、2000年から辰巳工業の社長、
15年より現職。社長就任当時、会社は債務
超過に陥り、製品の横流しなど不正が横行
していたが、在庫管理システムの構築、福利
厚生の充実、生産・経営状況の見える化な
ど、徹底した不正根絶と社員の意識改革を
行い、全員参加型の経営を実現。就任後3
年で黒字化。以降14年連続で黒字経営を
続けている。

経営者が社員の立場で物事を考えれば
社員のモチベーションが格段に上がる
辰巳工業 株式会社
大阪府茨木市に本社。資本金3000万円。1957
年創業。主要製品はステンレス鋼などの特殊鋼鋳
造品、バーナーノズルほか。社員数50人。

十
勝
市
民
の
足
は
無
く
せ
な
い
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純
粋
に
感
じ
ら
れ
る
生
き
方
を
し
た
い
。
実
家
は
た

ま
た
ま
自
然
を
相
手
に
す
る
農
業
な
の
で
、そ
の
環
境

に
身
を
置
こ
う
と
思
っ
た
わ
け
で
す
。

　

母
は
自
分
た
ち
と
同
じ
苦
労
を
さ
せ
た
く
な
い
と
、

せ
っ
か
く
大
学
を
出
し
た
の
に
、「
お
前
は
何
で
帰
っ

て
き
た
ん
だ
」
と
2
、3
年
前
ま
で
言
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
だ
言
う
の
か
と
思
う
く
ら
い
に
ね
。（
笑
）

司
会　

苦
し
い
状
況
を
乗
り
越
え
る
の
は
大
変
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
。

辰
巳　
マ
イ
ナ
ス
か
ら
の
出
発
だ
っ
た
の
で
、早
く
ゼ

ロ
に
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
で
し
た
。
設
備
更
新
が
で

き
な
く
て
老
朽
化
し
た
機
械
で
生

産
を
続
け
る
の
は
大
変
で
し
た
。

し
か
し
そ
の
た
め
に
量
を
た
く
さ

ん
造
ら
ず
に
す
む
と
考
え
て
、古
い

小
さ
な
炉
を
使
っ
て
、
多
様
な
材

料
で
多
品
種
、
少
量
、
短
納
期
で
、

行
こ
う
と
決
め
ま
し
た
。

　

設
備
の
制
約
を
逆
手
に
取
り
、

特
殊
な
ニ
ッ
チ
の
分
野
を
広
げ
て

い
っ
た
わ
け
で
す
。
高
付
加
価
値

製
品
の
比
率
を
高
め
る
方
針
を
採
っ
た
の
で
す
。

　

私
は
す
ご
く
つ
い
て
い
て
、2
0
0
0
年
以
来
、一

度
も
赤
字
を
出
し
て
い
ま
せ
ん
。
2
0
0
3
年
に
は

累
積
損
失
を
解
消
し
ま
し
た
。
そ
の
年
か
ら
夢
だ
っ

た
決
算
賞
与
を
出
し
て
い
ま
す
。

　

3
0
0
0
円
、5
0
0
0
円
程
度
で
し
た
が
、
み
ん

な
は
「
そ
れ
よ
り
機
械
を
直
し
て
よ
」
と
か
言
っ
て
い

ま
し
た
。
だ
け
ど
私
は「
こ
れ
が
1
0
0
倍
、1
0
0
0

倍
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
縁
起
物
だ
か
ら
」
と
、無

理
や
り
渡
し
ま
し
た
。
今
は
1
0
0
万
円
単
位
の
賞

与
を
受
け
取
る
人
も
い
ま
す
よ
。

司
会　
野
村
さ
ん
は
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
か
ら
で
す
ね
。

野
村　
金
庫
の
鍵
と
実
印
を
渡
さ
れ
て
、「
お
前
は
勝

手
に
帰
っ
て
き
た
の
だ
か
ら
、責
任
を
取
っ
て
自
分
で

全
部
や
れ
」
と
言
わ
れ
て
、ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
父

は
私
が
帰
っ
て
き
た
日
に
引
退
を
決
め
て
、一
切
何
も

し
ま
せ
ん
で
し
た
。
私
は
孤
軍
奮
闘
で
す
。

　

右
も
左
も
分
か
ら
ず
、会
社
は
つ
ぶ
れ
る
寸
前
で
、

綱
紀
は
乱
れ
、指
示
命
令
系
統
も
機
能
せ
ず
、バ
ス
が

か
ろ
う
じ
て
走
っ
て
い
る
と
い
う
状
態
で
し
た
。

司
会　
ど
ん
な
手
を
打
っ
た
の
で
す
か
。

野
村　
バ
ス
事
業
は
3
6
5
日
24
時
間
経
営
で
、休
日

祝
日
、盆
暮
れ
、正
月
も
誰
か
が
働
い
て
い
ま
す
。
辛
い

時
に
働
い
て
も
ら
っ
て
い
る
社
員
を
励
ま
す
の
が
ト
ッ

プ
の
役
目
だ
と
思
い
、正
月
三
が
日
の
6
時
に
出
勤
し

て
新
年
の
挨
拶
を
10
年
続
け
ま
し
た
。
感
謝
と
労
を

ね
ぎ
ら
う
思
い
な
の
で
す
が
、最
初
は
「
邪
魔
だ
」「
う

る
さ
い
」「
気
が
散
る
」
と
ま
で
言
わ
れ
ま
し
た
。
し
か

し
10
年
た
っ
て
、1
人
の
社
員
か
ら
「
10
年
や
り
続
け

た
な
、社
長
。
仲
間
に
伝
え
る
よ
」
と
言
わ
れ
て
、初
め

て
社
員
と
信
頼
関
係
を
結
べ
た
と
実
感
で
き
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
お
客
さ
ま
を
増
や
そ
う
と
営
業
強
化
の

た
め
に
戸
別
訪
問
を
始
め
ま
し
た
。
燃
料
高
騰
で
ピ

ン
チ
に
な
っ
た
2
0
0
8
年
で
し
た
。
全
国
ど
こ
の
バ

ス
事
業
者
も
や
っ
た
こ
と
の
な
い
、い
わ
ば
タ
ブ
ー
で

す
。
し
か
し
私
は
お
客
さ
ま
と
1
対
1
で
向
き
合
っ

て
心
を
通
わ
せ
る
取
り
組
み
が
必
ず
成
果
を
上
げ
る

と
確
信
し
て
い
ま
し
た
。
ま
ず
1
つ
の
路
線
で
戸
別

訪
問
を
1
年
続
け
た
ら
お
客
さ
ま
が
20
％
増
え
ま
し

た
。
翌
年
は
違
う
路
線
と
、徐
々
に
広
げ
た
の
で
す
。

　

最
初
、社
員
は
や
っ
て
も
無
駄
だ
と
思
っ
て
い
ま
し

た
。
ま
た
お
客
さ
ま
に
叱
ら
れ
る
と
気
後
れ
し
て
い
た

株式会社さかうえ
代表取締役 坂上 隆 氏

代表取締役　坂上隆氏
大学卒業後、1992年に実家の芝生産・販
売経営に参画。95年に法人化、2009年に
代表取締役に就任。当時はバブル崩壊によ
り芝の需要が減少し、信用力の低い個人事
業の限界、生産部門では雇用が安定しない
という問題を抱えていた。さらには新規作
物の価格暴落による大赤字……。しかし、
幾多の苦境を不屈の精神でチャンスに変え
てきた。農業の見える化を目指し、農業工
程管理のシステム化などに取り組む。

「高く売る」から「絶対に損をしない」事業へ
農業の見える化を進め安定した経営を実現
株式会社 さかうえ
鹿児島県志布志市に本社。 資本金5200万円。
1995年法人設立。農産物生産事業を中心に、農
産コンサルティング事業、M&A事業などを展開。
社員数50人。

母
か
ら「
な
ぜ
帰
っ
て
き
た
」と
叱
責

戸
別
訪
問
で
乗
客
20
％
増
加
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「苦境を乗り越えたその先に」
談論風発
d i s c u s s i o n

司
会　
辰
巳
さ
ん
は
、社
員
が
幸
せ
を
感
じ
る
よ
う
に

と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
ね
。

辰
巳　

当
社
は
福
利
厚
生
が
か
な
り
進
ん
で
い
る
と

思
い
ま
す
。
福
利
厚
生
は
、経
営
者
が
恩
恵
と
し
て
与

え
る
も
の
で
も
な
け
れ
ば
、社
員
が
求
め
る
も
の
で
も

な
い
。
そ
の
時
お
互
い
が
必
要
だ
と
認
め
た
も
の
を
、

社
員
と
経
営
者
が
一
緒
に
育
て
て
い
く
も
の
だ
と
、私

は
考
え
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
手
当
や
家
賃
補
助
の
社
宅
制
度
に
、
医
療

費
の
自
己
負
担
分
の
半
額
補
助
は
一
番
人
気
で
す
。
社

員
が
受
け
取
る
生
命
保
険
や
、P
T
A
の
役
員
、野
球

の
コ
ー
チ
、消
防
団
、何
で
も
や
れ
ば
毎
月
3
0
0
0

円
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
手
当
が
出
ま
す
。
年
1
回
、社
員

が
家
族
で
も
友
人
で
も
好
き
な
お
店
に
招
待
し
た
ら
、

1
人
当
た
り
5
0
0
0
円
を
会
社
が
持
ち
ま
す
。
5

人
な
ら
2
万
5
0
0
0
円
と
い
う
よ
う
に
。

　

新
た
な
福
利
厚
生
を
何
に
し
よ
う
か
と
言
っ
た
ら
、

「
行
き
届
い
て
い
る
の
で
何
も
要
ら
な
い
」
と
い
う
意

見
で
し
た
。
だ
っ
た
ら
取
引
先
へ
の
支
払
い
条
件
を
よ

く
し
よ
う
か
と
話
し
て
、賛
成
を
得
て
当
月
月
末
現
金

払
い
に
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
で
も
決
め
た
ル
ー
ル

を
守
ら
な
い
仕
入
れ
先
と
の
取
り
引
き
は
切
り
ま
す
。

ソ
フ
ト
で
厳
し
い
辰
巳
工
業
で
す
。

司
会　
こ
れ
か
ら
ど
ん
な
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
か
。

坂
上　

農
業
は
地
場
産
業
な
の
で
、
う
ち
が
単
独
で

1
0
0
0
人
、1
万
人
、あ
る
い
は
売
上
高
1
0
0
億

円
、1
0
0
0
億
円
に
な
れ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
よ
り
各
地
に
多
様
な
経
営
が
発
展
し
て
、
日
本

の
国
土
を
快
適
に
使
っ
て
暮
ら
せ
る
社
会
を
つ
く
れ

の
で
す
が
、実
際
に
戸
別
訪
問
を
し
て
、そ
れ
は
間
違

い
だ
と
分
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
こ
う
し
て
一
度
利
用

さ
れ
た
お
客
さ
ま
は
減
り
ま
せ
ん
。
今
ま
で
そ
の
場
限

り
の
対
策
で
、営
業
強
化
の
よ
う
な
抜
本
策
を
講
じ
な

か
っ
た
た
め
に
、残
念
な
流
れ
に
な
っ
て
い
た
の
で
す
。

司
会　
坂
上
さ
ん
、契
約
栽
培
に
も
天
候
の
リ
ス
ク
が

あ
る
と
の
こ
と
で
す
が
。

坂
上　
結
果
的
に
今
だ
か
ら
言
え
る
の
で
す
が
、み
ん

な
が
普
通
や
ら
な
い
こ
と
を
や
れ
ば
い
い
の
で
す
。
当

時
は
、な
ぜ
、み
ん
な
は
契
約
栽
培
を
や
ら
な
い
の
か

な
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

　

な
ぜ
な
ら
、生
産
者
の
農
家
、加
工
業
者
、流
通
業

者
、そ
れ
ぞ
れ
が
み
ん
な
自
分
に
最
適
の
行
動
を
と
る

か
ら
な
の
で
す
。
例
え
ば
、天
候
の
影
響
で
、予
定
し

た
生
産
が
で
き
な
い
場
合
、実
は
納
入
先
の
加
工
業
者

も
不
足
分
を
高
値
で
市
場
か
ら
買
い
集
め
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。わ
れ
わ
れ
が
あ
ら
か
じ
め
余
分
に
作
り
、

そ
の
負
担
の
一
部
を
加
工
業
者
も
引
き
受
け
て
く
れ

れ
ば
、天
候
リ
ス
ク
が
顕
在
化
し
て
も
双
方
の
損
を
減

ら
せ
ま
す
。
私
は
そ
う
し
た
提
案
を
し
て
、み
ん
な
が

ト
ー
タ
ル
で
最
適
に
な
る
よ
う
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

司
会　
人
材
育
成
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
ね
。

坂
上　

社
員
は
今
約
50
人
で
、
新
卒
採
用
を
始
め
て

10
年
に
な
り
ま
す
。
農
業
の
場
合
は
、天
候
、作
物
の

種
類
な
ど
変
数
が
多
い
の
で
、
自
分
で
物
事
を
見
て

判
断
す
る
能
力
が
あ
る
程
度
な
い
と
難
し
い
ん
で
す
。

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
層
が
い
な
い
と
で
き
ま
せ
ん
。

　

私
は
環
境
が
人
を
つ
く
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
リ
ー

ダ
ー
を
育
て
よ
う
と
、1
年
目
は
作
業
、2
年
目
は
工

程
管
理
、3
年
目
は
作
物
を
ま
か
せ
る
と
い
う
具
合
に
、

自
ら
学
ぶ
機
会
を
与
え
て
い
ま
す
。

1972年早稲田大学政経学部卒
業。 日本経済新聞社入社。『日
経ビジネス』副編集長、コロンビ
ア大学東アジア研究所客員研
究員、早稲田大学公共経営研
究科客員教授、日本経済新聞論
説副主幹、特別編集委員などを
歴任。日本経済新聞社社友。

司会／文
森 一夫

仕
入
れ
先
へ
の
支
払
い
を
現
金
に

た
ら
い
い
な
と
思
っ
て
い
る
ん
で
す
。

　

こ
の
た
め
、さ
ま
ざ
ま
な
会
社
と
の
提
携
事
業
を
目

指
し
て
い
ま
す
。
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
事
業
と
M
&
A

（
合
併
・
買
収
）
を
進
め
る
と
言
っ
て
い
ま
す
け
ど
、要

は
培
っ
た
経
営
の
定
石
や
資
本
を
融
通
し
て
、と
も
に

協
力
し
て
発
展
し
よ
う
と
い
う
狙
い
で
す
。

　

今
4
社
と
提
携
し
て
お
り
、ま
ず
10
社
で
き
る
と
ノ

ウ
ハ
ウ
が
固
ま
り
、数
年
で
1
0
0
社
に
増
や
せ
れ
ば
、

社
会
的
に
認
知
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
。

野
村　
こ
れ
か
ら
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）
が
わ
れ
わ
れ
の

仕
事
の
ほ
と
ん
ど
を
代
行
し
て
い
く
な
か
で
、社
員
の

人
間
性
な
り
感
性
な
り
を
豊
か
に
す
る
よ
う
な
会
社

づ
く
り
を
、社
員
1
人
ひ
と
り
に
し
っ
か
り
接
し
て
心

が
け
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
が
地
域
へ
の
貢
献
に
必

ず
や
つ
な
が
り
ま
す
。
十
勝
バ
ス
は
一
定
の
成
果
を
出

せ
ま
し
た
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
が
東
北
海
道
、全
北

海
道
、全
国
に
広
が
り
、各
地
域
が
活
性
化
し
て
日
本

全
体
が
幸
せ
に
な
れ
ば
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

辰
巳　
野
村
さ
ん
が
ま
と
め
て
く
だ
さ
っ
た
通
り
、そ

れ
ぞ
れ
の
地
方
が
日
本
を
支
え
、
各
業
種
が
日
本
産

業
を
支
え
て
い
ま
す
。
私
ど
も
も
日
本
活
性
化
の
一

端
を
担
え
れ
ば
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

262018.1



❖ 編 集 後 記
　写真の町、北海道東川町を取材しました。「イン
スタ映え」も手伝ってか、撮影目的の観光客も増え
てきているそうです。町の風景をホームページや書
籍で事前に調べましたが、素晴らしいものばかり。
期待して当地を訪れましたが、そこで待っていたの
は写真を超える自然の姿でした。雲間から大雪山系を照らす光のやわ
らかさ、風が運ぶ牧草の薫り、原野の一本道が放つ静けさ、肌を刺す初
冬の冷気、五感に迫る景色がそこにありました。写真には写らない大切
なものを探しに、出掛けてみませんか。（山口）

「明治150年」ポータルサイト
http://www.kantei.go.jp/jp/singi/meiji150/portal/

第11号の「ブランドはこうして確立
した」を拝読し、マーケットイン、消費
者起点を基本に、ブランド化に向けて
どのようなストーリーを描くのか、そ
の戦略が極めて重要だと感じました。
老舗ということに甘えることなく、逆
に危機感をも抱いて経営に取り組ん
でいる各社長様の「強い想い」が「物語」
となり、「ブランド」を確立していく様
子が伝わりました。

（東京都 Ａ社 Ｍ 様）

第11号の「日本酒の輸出拡大に向け
て」のように、流行が生まれる背景には、
あらゆる企業の地道な努力が花開い
た結果で、誰でも真似できる事ではな
いと思います。世界を動かす大きな事
でなくとも、「きもの着姿創造日本一宣
言」を掲げ全社員一丸となり活動して
いる弊社としましては、大変参考とな
り、勉強させて頂いております。

（新潟県 ㈱いつ和 管理本部
財務本部長 関恵司 様）

第11号の「ブランドはこうして確立
した」を読んで。刃物の町岐阜県関市
に明治６年に創業した、三星刃物の渡
邉と申します。同じ東海地区のもの作
り老舗中小企業として、いつも愛知ド
ビーさんを勝手に目標にしており、思

わず読みふけってしまいました。
（岐阜県 三星刃物㈱

代表取締役社長 渡邉隆久 様）

第11号の「シリーズ まちから、むら
から」で和歌山県北山村を取り上げて
いただき、ありがとうございました。「日
本唯一の飛び地」「じゃばら」「筏下り」
というオンリーワンを武器に、当時ま
だ懐疑的であったネット通販にいち早
く進出するなど、リスクを厭わず柔軟
な発想で挑戦し続けたことが再生の
鍵になったと改めて感じました。キラ
リと光る地域の挑戦を応援してくれる
のが貴公庫です。私は県で企業支援
を行う立場ですが、事業者に寄り添い、
きめ細かくサポートする貴公庫の役割
は非常に大きいと実感しています。

（和歌山県商工振興課
金融班長 杉本吉美 様）

第10号の「長寿企業の秘密」を読み
ながら、一族経営ではない自社の事業
継承について考えてみました。自社は
今期で48期。現在では創業家の一族
は一人としておりません。創業家の自
社株式はすべて買い取り、持株会とし
て役員並びに社員が保有しておりま
す。業績の善し悪しは株式配当として
社員に還元されます。大いにモチベー
ションアップとなっていることと確信
致しますが、ここに来て事業承継とい
う難問に直面しております。経営者で
ある社長職を親から子へというわけ
にもいかず、自問自答する日々です。

（岡山県 匿名希望）

第10号の「UIJターン創業の支援」
を拝読しました。地方への移住には「仕
事」が不可欠ですが、地方企業へ転職
する方や1次産業への従事の他、移住
して起業される方もいらっしゃいます。
しかし、移住してすぐの起業はハード
ルが高いのも事実です。移住前から日
本公庫の「ビジネスサポートプラザ」
で相談でき、移住後も全国152支店で
サポートいただける全国ネットワーク
は心強い味方だと感じています。今後
も連携しながら、UIJターン創業者の
チャレンジを支援していきたいと思い
ます。

（公益財団法人ふるさと島根定住財団
森山忍 様）

地域密着型の金融機関の話など、非
常に役に立つ情報ばかりでした。今後
も引き続き良質な内容での発行を期
待しています。

（長崎県 山崎 様）

第8号の特集「女性活躍推進の意義」
を読み、男性を含めた働き方改革がな
ければ、「女性活躍」は実現しないと改
めて感じました。生産性を高め、残業
をなくす業務改革は企業の業績にも
つながるでしょう。私自身、子育てし
ながら働く身なので、定時で帰宅でき
るよう、工夫して仕事をしています。
企業の成長のためととらえれば、「女
性活躍」という言葉にとらわれず、皆
が働きやすい職場環境につながるの
ではないでしょうか。

（佐賀新聞社編集局報道部
福本真理 様）

ご意見・ご感想

政府では、「明治150年」関連施策
として、地方公共団体や民間も含め
て、全国で取り組みを推進していま
す。詳しくは、以下のホームページ を
ご覧下さい。

平成30年（2018年）は、
明治元年（1868年）から起算して
満150年に当たります
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本誌掲載の記事、写真、イラストなどの無断転用・転載はお断りします。

『日本公庫つなぐ』は、日本公庫ホームページでもご覧になれます。
広報部では、本誌へのご意見・ご感想をお待ちしております。

https://www.jfc.go.jp/ 日本公庫つなぐ 検 索

　古くから農業や工業、人々の生活基準として使われてきた木枡。材料は主
に、色と香りの良いヒノキ、杢目が美しいスギ、香りが少なく食器に適したモミ
などが使われる。一般的にヒノキ製が高級とされるが、実は建築端材を利用
するエコな道具。木曽や東濃など日本有数のヒノキの産地に近い、岐阜県大
垣市が全国生産量の約8割を占める。じっくり乾燥させた木材を削り、溝を
掘って四角に組み、均等に締めて原型を作る。近年、ほとんどの工程は機械
で行われるが、仕上げの削りと面取りは職人の熟練の技を要する作業だ。

シリーズ・地域と生きる  3

岐阜県大垣市
「木枡」

写真提供／有限会社 大橋量器
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